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『烏壼筆補 』訳註稿(2>
沖 田 道 成 加 藤 聰 佐 藤 貴 保 高 橋 文 治
向 正 樹 山 尾 拓 也 山 本 明 志
元 ・王憧i撰『秋澗先 生大全文集』(以下 『秋 澗集』と略す)巻85・ 『烏皇筆補』
3・第十五番 目か ら,同 書巻86・『烏嘉筆補』4・第六番 目の案件 まで,そ の全
文 に 日本語訳 と註釈 とを付す.
● 『秋澗集』巻84・『烏i塁筆補』2の全文については,す でに 『中国研究集刊』30,
2002,pp,63-92に訳註稿を発表している.ま た,巻85・『烏皇筆補』3・第十四番 目
までの案件については,前 号 『内陸アジア言語の研究』18,2003,pp。97-142に訳註稿
を発表 した.本 稿の凡例については,本誌『内陸アジア言語の研究』18,2003,p.97の
それを適宜参照されたい.● 本史料の校訂本 として,近年次の二冊が公刊 されて
いる.王曉欣(貼校)『元代史料叢刊 憲皇通紀(外三種)』漸江古籍出版社,2002(『烏
壼筆補』に関わる箇所は,pp.285-521).洪金富(貼校)『中央研究院歴史語言研究所
専刊之一〇四 元代蔓憲文書睡編』中央研究院歴史語言研究所,2003(『烏壷筆補』に
関わる箇所は,第五部,pp.245-397).本訳註稿の校訂においてはこれら二書に必ず
しも言及しないので,適宜参照されたい.
85-15曹州禺城県隷側近 州郡事状
切見,曹 州所轄禺城県,去 本州七百絵里,其 親管井投下約四千絵戸,一 歳
之間,事 為不少.如 科擾 ・催徴 ・打算 ・勾集及軍馬 ・詞訟 ・申稟一切事
理,人 吏往還一千四百饒里,其 於難易,不 較可知.若 官得其人,政 平訟
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理,民 受其賜,荷 非其人,侍頼上司鳶遠,不 復聞知,凡 有剖決,鮮不徊情
直行,其 或柾錯,使 無力小民,卒 不能上訴,有 受(臣)〔屈〕而已.今 照得,
本投下和斜 ・拝答漢,止係千戸功臣之家,不 同諸王 ・公主 ・馳馬等族人.
合無将五戸綜依例分付本投下外,拠 県司一切事理,就 令側近州府節制,照
管官民,似 為両便。其済州亦擾到平陰県五百戸,亦 請一体定奪施行.
【訳】 曹州禺城県を最寄 りの州郡に所属 させることについての意見書
曹州管下の禺城県は,州治から七百里あまり離れ,中 書省と投下が管轄する
戸口があわせて四千戸あまり,年 問の事務は極めて多い.税等の割 り当て,徴
収,会 計,調達や軍馬の管理,訴 訟,州 への報告等,も ろもろの仕事をするの
に,役人は曹州との問を千四百絵里 も往復せねばならず,官 庁としての難易は
比較せずとも明らかなものがある.も し有能な人物がいれば,事 務はこなさ
れ,訴 訟は処理 され,民 もその恩恵を蒙るであろうが,有 能な人物がいなけれ
ば,彼 らは上級官庁たる曹州が遠方であることをいいことに,報 告をおこた
り,裁決をする際も情実のまま行 う.た とえ誤審があっても,力のない民は州
に訴え出ることができず,冤 罪を被るのみである.
思 うに,曹州の投下コザウルとパイダカンは千戸長の家であるにすぎず,諸
王 ・公主 ・鮒馬といった一族の方々とは異なる.五戸綜を決まりどお りに本投
下に与 えるのはもちろんのこととして,県 の役所に関わるさまざまの仕事につ
いては,も し最寄 りの州府 に管轄 させ,官 ・民を監督させたならば,両 者に
とって都合がよかろう.
済州 もまた平陰県に五百戸を分割 し,曹州禺城県 と同様に処理されることを
お願いする.
【註】 ●曹州禺城県一禺城県は徳州の南に位置するが,本案件がそのことを
問題にしているように,曹州の飛 び地であった.禺 城県が曹州の飛び地 となっ
たのは,「丙申年(1236)の分擾」以来のことと思われ,「元史』巻95・食貨志
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3・歳賜 ・和斜温両投下一千二百戸の条に「五戸綜,丙 申年(1236)に,曹州の
一万戸を分擾す」,同書巻2・ 太宗本紀の「丙申年の分擾」の条に火斜(和斜)等
十二人の名を挙げて 「並びに東平府の戸内より撲賜すること差有 り」という.
曹州ならびに禺城県はともに和斜温の投下領であ り,禺城県が曹州の飛 び地に
なったのはそのため.『元史』巻58・地理志1に 「至元二年(1265),(中略)禺城
県を曹州に隷せ しむ」とあるのは,ク ビライ朝期になってアフマ ドが再度戸口
調整を行 った際のことを述べるのであろう.王憧の本案件は,投下領であるが
ゆえに飛び地になっている禺城県を近隣の州郡に移管させるべきことを論 じる
が,『元史』巻50・五行志1・ 嘉禾 ・大徳元年(1297)十一月辛未の条に 「曹州
禺城県,嘉 禾 を進むるに,一董に九穂あ り」というように,禺城県は少なくと
も大徳年間の頃までは,曹 州に属 していたと思われ,王揮の本事案は採用され
なかった.● 親管一中書省の直轄,の 意であろう.● 科擾一租税等を
割 りあてること.和 田清『宋史食貨志訳注(一)』東洋文庫,1960,p.430は,『宋
史』巻174・食貨志上2・ 賦税の条の「大観二年詔すらく,天下の租賦 科撲支
折するは,当 に富を先にして貧を後にし,近 く自りして遠きに及ぶべ し」を釈
して,「租賦の科撲は割当てて他州に撲するをいひ」という.● 打算一計算
する,の 意.『吏学指南』徴飲差発 ・打算の条は「理算 ・打勘を包刮するなり」
と言い,「理算」は 「尋究計算するを謂うなり」,「打勘」は 「弊倖 を捜究するを
謂 うなり」と言 う.要するに,実 態を洗いなお して計算すること.● 勾 集
一 「辮集」に同じ.(漢)は「召集」とする.● 不較可知一前文 に「得失」「軽
重」等の語がおかれ,そ の両者を比較せずとも結論が明らかであることをいう
常語.● 絢情 直行一 「直行」の意味がよくわか らない.私情のままに行 う
こととして解 した.● 柾錯一(漢)は「錯断」とする.誤審,の 意.『論語』
為政にある「柾を挙げて諸を直に錯 く」がこの語の起源.● 受(臣)〔屈 〕一
「受臣」では意をなさず,四 庫本は「臣」を「屈」に作るので,こ れに従 う.「屈」
は,「冤屈」の「屈」.冤罪,の 意.● 和 斜拝答漢一 「和斜」と「拝答漢」は,
『集史』に引 く左翼軍22番目の千戸QUsha'ul・IUsUq兄弟(本田実信 「チンギス・
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ハンの千戸制」『モンゴル時代史研究』東京大学出版会,1991,p.36参照.[原載:「チンギ
ス ・ハ ンの千戸 一 『元朝秘史』とラシード『集史』との比較を通じて一」『史学雑誌』62-8,
1953])に対 応す ると思 われ,「和斜」はQUsha'ulの音写,「拝答漢」はJOs亘qの
系統 を引 く人 と考 え られる.こ のQUsha'ul・」匝sUqについて,村 上正二訳注 『モ
ンゴル秘史』1,pp.239-240は,Jusuqを『元朝秘史』にい う 「種索」に同定 し,
またQ血sha'u1については人名でない可能 性を指摘 してい る.し か しなが ら,『元
史』巻95・食貨志3・ 歳賜の条が 「和斜温 両投 下」といい 「両投下」の語 を くわ
えていること,ま た同巻2・ 太宗本紀 ・丙 申年の分擾 の条が人名を羅列 して「火
斜 ・乖思」とい う点か らみて,Q匝sha'ul・J鵬匝qはやは り二つの人名で はないか
と思われ る.『元 史』巻2の 「市思」はJnsUqの音写で あろ う.本 案件が いう 「和
斜」は,太 宗本紀 ・丙 申年の分擾 の条 がい う 「火斜」と同一人物で あ り,「拝答
漢」は「市思」の系統 を引 く人で はある まいか.● 族 人一 中国 の古 典的文献
で は 「族 人」は一般 に男系 の一族 を さすが(た とえばr礼記』雑記下第二十一等),
「鮒 馬」が含 まれてい るこ とで明 らかな ように,こ こで は婚 家 ・外戚 等 を も含
む.● 分 付 一 申 し付 ける ・与 える,の 意.吏 績体 の文章 におい ては,与
える,の 意 で用 い られ る.● 就 令 一 もし ・た とえ,の 意 ●済 州 亦
撲 到 平 陰 県 五 百戸一 文字 通 り理 解すれば この一句 は,済 州 が平 陰県に五百戸
を分 割す る,の 意 とな り,東 平路 に属 す る平 陰県の 中に さらに,済 州の飛 び
地が あった こ とになろ う.な お,済 州(済寧〉は 『元 史』巻95・食 貨志3・ 歳
賜 の条 に よれば,「魯 国公主位(す なわち弘吉刺氏)」の所領.『元 史』巻58・ 地
理志1に よれ ば済 州は済寧路 管轄下 の三つ の州の一つ であ り,ま た任城,魚
墓,流 県の三 県 を管轄 す る.ま た上記 の箇所 に 「(至元)八 年(1271),州を升
して済寧 府 と為 し」とあ り,本 案件 は 「済州」と称 して い るこ とか ら,至 元八
年以前 に 出 された こ とが わか る.● 平 陰 県 一 『元 史』巻58・ 地理志1に
よると,東 平路管 轄下の六 つの県 の一 つ であ る.ま た平 陰県 に関 しては同上
の史料 に,「至元十 一年(1274),県の辛鎮塞 ・孝 徳等 の四郷 を以 て他属 に分析
せ しむ.明 年,暴 を改 め肥城 と為 し,中 県 と作 し,済 寧 路 に隷 せ しめ,平 陰
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を以て下県 と為 し,傍お東平に属す」とある.こ の記述が本案件 とあるいは関
係するかもしれない.
85-16為完顔投魯誰欺証事状
近見,在 都成寧坊人戸完顔投魯説,告 称耶律丞相,於 本宅地虚暗井眼内,
蔵課銀五百絵定.既 而翻掘,一 無所見.切 詳,京 師風化之源,政(今)〔令〕
之本,一 旦信(従)〔縦〕小民狂妄,至欺証省堂,侵謳大臣.動擾人衆,知無為
有,徹 倖(方)〔万〕一挙云.此風漸不可長.兼 白昼都城監臨発掘,似非平時之
事.其 投魯説,若不痛加懲誠,以励其蝕,切恐小民因縁別生(発)〔事〕端.
【訳】 完顔投魯詑のペテンについての意見書
最近,中 都 ・成寧坊の住人 完顔投魯誰が「耶律丞相(楚材)は自身の邸宅跡の
井戸の穴の中に銀塊五百錠あまりを蔵匿 している」と訴え,それから掘ってみた
ところ,ひ とつ として発見された ものはなかった.お もうに,帝都は風俗教化
の根源であり,政治法令の根本たるべき場所である.ひ とたび愚民の妄言をほ
しいままにさせれば,政府要人をペテンにかけ,重臣をいわれな く中傷するに
至る.人 々を騒がせて,無 い物 をも有 ると言い,万 に一つの僥倖 をあてにす
る.こ ういう風潮は助長すべきではない.そ のうえ,白昼に帝都で役人が発掘
を監督するというのは,異常な事態であろう.この投魯誼については,も しこ
こで十分に懲 らしめて他の者を鼓舞 しなければ,愚 民は手づるを求めてあらぬ
事態をひき起 こすおそれがある.
【註】 ●在都威寧坊一 「在都」は金の中都 を指す.「成寧坊」については,
清 ・子敏 中等編 『日下旧聞考』巻37・京城総紀所引 『大元一統志』大都路,坊 郭
郷鎮の条に,「左右警巡院,旧城中(東西南)〔西南 ・西〕北二隅坊門の名四十有二
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….東南 ・東北二隅旧坊門の名二十,東 曲河坊 ・東開陽坊 ・成寧坊…」とあ り,
同書巻38・京城総紀は成寧坊の名の由来についても,「『尚書』の 「野に遺賢無
くんば万国成寧」の義を取 りて以て名つ く」という.また,お なじく「日下旧聞
考』巻155・存疑所引 『析津志』寺観の条によれば,崇聖寺 ・延福院 ・釈迦院が
この成寧坊にあったという.なお崇聖寺は,『永楽大典』所収『順天府志』によれ
ば,「至元五年に建つ」という.● 耶律丞相一耶律鋳 ではなく,その父 ・耶
律楚材 を指すだろう.耶律楚材はオゴデイ ・カアン時代の漢地に対 して自ら「中
書令」を名のったが,彼 を 「丞相」と記述する例としては,『孔氏祖庭広記』巻
5・歴代崇重 ・大蒙古国の条に「丞相(頒)〔領〕省耶律楚才」というほか,元 ・
欧陽玄 『圭斎集』巻7・ 「国朝名臣事略序」等 も「中書令丞相耶律 ・楊 ・史之器
業」(耶律 ・楊 ・史は耶律楚材 ・楊惟中・史天沢をさす)という.ま た,本案件が 「本
宅:地虚暗井眼」といい,「耶律丞相」の「宅地」がすでに廃櫨になっていたことを
思わせる点も,「耶律丞相」が耶律楚材を指す証左 となろう.しか も,『国朝文
類』巻57・宋子貞撰 「中書令耶律公神道碑」は 「(楚材は)平生より生産を治め
ず,家 財は未だ嘗て其の出入を問わず.其 れ莞るに及ぶや,人 の之を讃る者あ
りて曰 く,『公(楚材)相たること二十年,天 下の貢奉 は皆私門に入る』と.后
(ドレゲネ)は衛士をして之を視さしむるに,唯だ名琴数張 ・金石遺文数百巻の
み」と記述 して,耶律楚材の蓄財が彼の死の直後から噂されていたことを述べ
る.「耶律丞相」が楚材その人を指すことは,恐 らく間違いない.な お,本 案件
が 「耶律丞相」と記述 して 「丞相耶律公」といわないのは,「耶律丞相」が熟 した
言い方だったことを思わせる,● 課銀五百絵定一 「課銀」は銀のインゴッ
トを指す.「定」は 「錠」で,一錠ほぼ銀2kgに相当するという(森安孝夫「オル
トク(斡脱)とウイグル商人」『近世 ・近代中国および周辺地域における諸民族の移動と地
域開発』平成7・8年度科学研究費補助金研究成果報告書,1997,pp.9-13参照),したがっ
て,五 百錠だと約1ト ン.● 信(従)〔縦〕一文意により改めた.● 省
堂/大 臣一 「省堂」は 『吏学指南』に 「都堂の義なり」といい,中書省 ・尚書省
の首脳幹部を指す.本案件 においては,具体的には尚書省を指 しているのでは
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あるまいか.「都堂」については85-8「都省」の註参照.「大臣」は,お そらく
耶律楚材の息子,耶律鋳を指すと思われる.耶律鋳は至元七年正月に左丞相を
罷免 され(r元史』巻7・世祖本紀4),また同年同月にはアフマ ドを長とする尚書
省が成立している(r元史』巻7・世祖本紀4).●(方)〔 万〕一一 『四庫全書』
本に従って校訂 した.● 因縁 別生(発)〔事〕端一 「因縁」は 「蚤縁」.てつ
るを求める,の 意.「発端」は文意によって 「事端」に改めた.
85-17請 百 官上
尊 号 事状
(標題を含め 「尊号」「聖天子」で改行平出)
蓋聞,古者天子,臨 御日久,功 徳昭著,百 官表上徽・号至干再三.鴻 惟
聖天子登極以来,神功聖徳不可琿紀.今 者宜請中書省恭率内外百司,奉 表
具上
尊号以聞.
【訳】 尊号をたてまつるよう願 うことについての意見書
聞 くところによれば,い に しえの天子は,そ の御世が永 く業績 ・徳行が明ら
かな場合に,官僚たちが再三にわたって尊号を上表 したという.お もうに,今
のカアンは位についてか らの業績が計 り知れない.い ま,つつしんで官僚たち
を引 き連れ,上表文 とともに尊号をたてまつるよう,中書省にお願いすべ きで
ある.
【註】 ●尊号/徽 号一「徽号」は「尊号」に同じ.宋 ・高承『事物紀原』巻1・
朝廷注措部 ・尊号の条には,「唐の高宗上元元年(674)八月壬辰に至 りて,始 め
て 『天皇』と日い,中 宗神龍元年(705)十一月,尊 号を上 りて 『応天皇帝』と称
し,景龍元年(707)八月丙戌,加 えて『応天神龍』と号す.玄 宗の開元以後,宰
(115)
相始めて百官を率いて尊号 を上 り,以て常制 と為 る」とあり,唐代以降官僚に
よって歴代皇帝に対 し尊号をすすめることが通例 となったという.実際にクビ
ライが尊号 を称するのは至元二十一年(1284)正月乙卯のことである(「元史』巻
13・世祖本紀10参照).一方,識 号については,『元史』巻74・祭祀志3・ 宗廟
上の条によると,ク ビライ以前の歴代皇帝および皇族への尊号や設号について
は,ま ず至元二年(1265)十月にチンギスに対 し「太祖」の尊号が贈られ,さ ら
に至元三年に太廟が建てられた際に太宗以下16名に対 して謹号が贈 られてい
る.同条は以下のように言 う「(至元三年)冬十月,太 廟成る.丞 相安童 ・伯顔
言えらく「祖宗 の世数 ・尊詮廟号 ・配享功臣 ・増祀四世 ・各廟神主 ・七祀神
位 ・法服祭器等の事,皆 な宜 しく時を以て定むべ し』と.乃 ち平章政事 趙壁 ら
に命 じて集議せしめ,尊 詮廟号を製り,定めて入室 と為す.列祖神元皇帝 ・皇
曽祖批宣麓皇后 もて第一室とし,太祖聖武皇帝 ・皇祖批光献皇后 もて第二室 と
し,太宗英文皇帝 ・皇伯批昭慈皇后もて第三室 とし,皇伯考市赤 ・皇伯批別土
出迷失もて第四室とし,皇伯考察合帯 ・皇伯批也速倫 もて第五室 とし,皇考容
宗景裏皇帝 ・皇批荘聖皇后もて第六室とし,定宗簡平皇帝 ・欽淑皇后 もて第七
室 とし,憲宗桓粛皇帝 ・貞節皇后 もて第八室 とす」.また,『元史』巻1・ 太祖
本紀は,テ ムジンが1206年のいわゆる第=二次即位の際に名乗った「成吉思(チ
ンギス)」を尊号 と表現する.本案件は,太廟 に関わる案件(85-10・86-7)と
関連するであろう.本案件で王揮は,中書省が官僚 を引き連れて上表文を提出
して在世中のクビライに尊号をすすめるように企図している.『元史』巻8・世
祖本紀5・ 至元十二年(1275)十二月戊 申の条に,「中書左丞相 忽都帯児 内外
の文武百寮及び維黄書庶と,皇帝に尊・号の 『憲天述道仁文義武大光孝皇帝』と
日い,皇 后に『貞整順聖昭天容文光応皇后』と日うを請 うも,許 さず」とあるよ
うに,ク ビライは至元十二年に至っても尊号を受けなかった.本 案件の起草年
代は確定で きないが,至 元十二年以前のことである.
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85-18視 朝 奏 事有 常 限 状
(「皇帝陛下」で改行平出,「聖裁」で空格)
切以,天 下之事 日有万機,事 重而当即行者,必 須取自 聖裁。宜恭請
皇帝陛下,自 非歳時巡幸,於 端居両宮之時,視 朝進奏定立常限.非惟庶事
康理,亦 使臣下不致稽緩.
【訳】 天子に謁見 ・奏上するには一定の規定があることについての意見書
政務というものは日々膨大であ り,重大です ぐに実施 しなければならないも
のは,必 ず皇帝陛下の裁可をあおがねばならない.つつ しんでお願い したいの
は,皇帝陛下が春 ・秋の移動のときでなく,上都 ・燕京の両宮においでの限り
は,謁見 して奏上 される方々について一定の規定を設けていただきたい.そ う
すれば,諸 事おさまるのみならず,臣 下の政務 も遅延がな くなるだろう.
【註】 ●視朝奏事有常 限一 「視朝」は,諸侯が天子に謁見 して朝政に与るこ
と.『礼記』曾子問第七に「諸侯 天子に適かば,必 ず祖に告げ,禰 に莫 し,冤 し
て出でて視朝す」とある.ま た「常限」は,人 が常に守るべき一定の決まり,の
意.本 案件で王憧が問題にしているのは,世祖クビライの身辺に常にケシクの
者たちがいるため,歴 とした位階官が奏上するにあたり多 くの不都合があるこ
とである。本案件は,ケ シクに散官を与えることを論 じた84-8,百官の賀正
に秩序をあたえることを論じた85-9等とともに,要 は中国官制に則った秩序
をオル ド内に求めたもの.し たがって,こ こにいう「視朝」は単に政務を執る意
ではなく,『礼記』の原義通 り,諸侯が謁見 して朝政にあずかること.諸侯 とは
この場合,諸 王 ・投下を暗に指すだろう.末尾に言う「非准庶事康理,亦使臣下
不致稽緩」とは,王揮の痛烈な皮肉である.● 歳時巡幸一春 と秋の季節移
動.『元史』世祖本紀によると,ほぼ毎年,春 には「車駕 開平に幸す」もしくは
「車駕 上都に幸す」(r元史』巻5・世祖本紀2・中統四年五月戊子の条に,「開平府を陞
して上都と為す」とある),秋には 「車駕 上都 自り至る」と記されている.そ の記
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述 に よる と,春 の移動 は二月～三月(至元二十七年のみ四月),秋 の移動 は八 月～
十'月に行 われてい る.た だ し,中 統 年間(1260～1264>の季節移動 についての記
録 は,中 統二年 ・四年二月の 「車駕 開平 に幸す」,中統四年八月の「車駕 上都 自
り至 る」の記 述のみ.至 元年間(1264～1294)におい ては,五 ・六 ・十五年 は上都
への移動 の記録 を,十 四 ・二十四 ・二十 七 ・二十 八年 は上都 か らの移動 の記録
を欠 く.ク ビライ以降の歴代 カアンの季節 移動 については,葉 新民「元朝皇帝巡
幸上都 日期表 」(r元上都研究』内蒙古大学出版社,1998)参照.
85-19請 建 蔓 閣図 功 臣 肖像 状
(「国朝」で空格)
昔両漢之麟麟 ・雲壼,唐 金之凌煙 ・術慶,皆 所以褒奨忠義,激 勧一時.切
見,国 朝開創以来,謀 臣猛将勲徳顕著者甚多.合 無建立嘉閣,図絵肖
像,不 然則使歳時配享廟庭.非 唯i存没獲寵,亦 一代之盛事也.
【訳】 壼閣を建ててそこに功臣の肖像 をえが くことを請う意見書
いにしえの両漢の麟麟閣や雲i皇,唐朝金朝の凌煙閣や街慶宮 は,すべて忠誠
のまこころを称揚 し,時の臣民をはげますための ものであった.い ま思うに,
ご公家がひらかれて以来,智 謀の臣下,勇 猛な将軍で勲功徳行のあきらかなる
ものは,は なはだ多い.壷 閣を建設 してその肖像をえが くべきであ り,そうで
なければしかるべ き時に宗廟で合祀をとりおこなわせるべ きである.それは,
生没 にかかわらず臣下が恩寵をうけるというのみならず,ま た,一 代の輝か し
い事業でもあるのだ.
【註】 ●墓閣一ここでは特に,功 臣の勲績 をたたえ,そ の肖像を掲げるため
設けられた楼ii謹・楼閣の類を指す.杜甫 「過郭代公故宅」詩(r杜詩詳注捲ll>に
「廻かに出づ 名臣の上,丹 青 壼閣を照 らす」とあり,李徳裕「重写前益州五長史
(ll8)
真記」(r会昌一品集』別集巻7)に「追維するに,二漢の壷閣皆な図写有 り.黄覇 ・
干定国は宰相名臣 と錐 も,画像の列に在るを得ず」とある.● 両漢之蔭麟
雲壼一厳麟閣 ・雲壷は,次 項の凌煙閣 ・術慶宮 とともに,功臣のいさおをたた
えてその肖像を掲げる施設.前 漢の麟麟閣については,『漢書』巻54・蘇武伝に
「(宣帝)甘露三年,単 子始めて入朝す.上 股肱の美なるを思い,乃 ち其の人を
麟麟閣に図画(えが)き,其の形貌を法(かたど)り,其の官爵姓名を署さしむ」と
あ り,その記述によれば,麟麟閣に画像 を掲げられたのは,裡 光 ・張安世 ・韓
増 ・趙充国 ・魏相 ・丙吉 ・杜延年 ・劉徳 ・梁丘賀 ・薫望之 ・蘇武の十一名.張
曼注 には「武帝麟麟 を獲 りし時,此 の閣を作 り,其の象 を閣に図画き,遂 に以
て名 と為す」とある.後漢の雲壷については,『後漢書』列伝12・朱景王杜馬劉
傅堅馬列伝論 に「永平中,顕宗(明帝)前世の功臣を追感 し,乃ち二十八将を南
宮雲壼に図画かしむ.其 の外,又 た 王常 ・李通 ・實融 ・卓茂有 りて,合 わせて
三十二人」とある.その三十二人とは,郡禺 ・馬成 ・呉漢 ・王梁 ・買復 ・陳俊 ・
歌算 ・杜茂 ・窪殉 ・傅俊 ・零彰 ・堅鐸 ・漏異 ・王覇 ・朱祐 ・任光 ・祭遵 ・李
忠 ・景丹 ・万脩 ・蓋延 ・郵形 ・銚期 ・劉植 ・取純 ・王常 ・減宮 ・李通 ・馬武 ・
實融 ・劉隆 ・卓茂.● 唐金之凌煙街慶一唐朝の凌煙閣と金朝の彷慶宮.凌
煙閣は,北周 ・庚信 「周柱国大将軍絶干弘神道碑」(r庚子山集』巻14)に「天子 凌
姻の閣に画き,言(ここ)に旧臣を念う」とあ り,その起源は唐朝以前に遡る.
唐朝の凌煙閣については,『旧唐書』巻3・ 太宗本紀下 ・貞観十七年春正月戊申
の条に 「詔 して司徒趙国公(長孫)無忌等勲臣二十四人を凌煙閣に図画かしむ」
とあ り,同書巻65・長孫無忌伝 によれば,そ れは,長孫無忌 ・李孝恭 ・杜如
晦 ・魏徴 ・房玄齢 ・高士廉 ・尉遅敬徳 ・李靖 ・薫璃 ・段志玄 ・劉弘基 ・屈突
通 ・股開山 ・柴紹 ・長孫順徳 ・張亮 ・侯君集 ・張公謹 ・程知節 ・虞世南 ・劉政
会 ・唐倹 ・李勧 ・秦叔宝の二十四名.功 臣の画像は,その後 もたびたび加えら
れた.術 慶宮 については,『金史』巻7・ 世宗本紀中 ・大定十四年十月乙卯朔の
条に「詔 して功臣二十人を術慶宮聖武殿の左右の鷹に図画かしむ」とあるが,同
巻70・習室伝には,「世宗 太祖 ・太宗が創業の銀難を思い,当時の群臣の勲業
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最 も著 らかなる者 を求 め,像 を術慶宮 に図か しむ」とあ り,斜 也 ・撒改 ・宗幹 ・
宗翰 ・宗望 ・宗弼 ・習不失 ・斡魯 ・希サ ・婁室 ・宗雄 ・閣母 ・銀 市可 ・阿寓合
葱 ・完顔忠 ・蒲家奴 ・撒 寓喝 ・劉彦宗 ・斡魯 古 ・韓企先 ・習室のあわせて二十
一名 を列記す る.● 配享 一 合祀.こ こでは功臣 を天子 のみた まや に共 に祀
るこ とをい う.
85-20立 襲 封 街聖 公 事 状
(「国朝」「聖旨」「闘」「国家」で改行平出)
伏見,歴代尊礼孔聖,世 有襲封,以 奉祀事.会 験,
国朝 自壬辰年間,欽 奉
聖 旨,於南京取到五十一代孫孔元措,赴
閾,令 襲封於魯.自 元措之後,嗣 襲遂閾,歳 時主祀,止 令曲阜令治承権祀
事,甚 非大宗主祭之義.我
国家,尊 師重道,規耀百代,三教九流,莫 不崇奉,剴 昔一人爵禄而不議封
建.蓋 未有挙行者.合 無聞奏,明 考族譜,令 宗親推其賢而有文者襲其封
爵,稗 奉祀事.以 明天下風俗之本,建 聖代殊常之盛典也.
【訳】 襲封術聖公を立てることについての意見書
歴代の王朝は聖人孔子を尊崇し,代々世襲の爵位を与えて孔子廟の祭祀を主
催させてきた.照 会したところ,ご 公家は,壬辰年(1232)にカアンのお言葉を
奉 じて第五十一代の孔孫 ・孔元措を南京(開封)で手に入れ,お膝元に赴かせ,
街聖公の爵位を魯の国で継承させた.孔 元措の死後,爵 位の継承はなく,孔子
廟における季節ごとの祭祀は曲阜県令の孔治に臨時の主催者を勤めさせている
だけである.本家が祭祀をつかさどるという原則 に甚だもとるものであろう.
ご公儀は,賢人の教えを尊んで後代に称揚 し,儒 ・仏 ・道から九流まで,いず
れも尊重 しないものがないのだから,ま さか術聖公一人の俸禄を惜 しんで爵位
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を与えないのではあるまい.孔家に採 り上げるべきものがまだいないためであ
ろう.カアンに奏上 し,孔家の族譜を調べ,思 慮深 く学のあるものを孔家のも
のたちに推薦 させて術聖公を継承させ,孔 子廟の祭祀を主催させるべきではあ
るまいか,人 びとに人倫の根本を示すことになり,御世が輝か しい故実ともな
ろう.
【註】 ●襲封術聖公一85-13の「襲封」の註参照.金 元交代期の襲封術聖公
については,『金史』,『元史』,『孔氏祖庭広記』巻5,『仏祖歴代通載』巻32・
海雲伝,『曲阜県志』「芸文志 ・金石」「褒崇祖廟記」等に断片的な記述があ り,そ
れらを総合すると次のように考えることができる.第五十一代の襲封術聖公 ・
孔元措は貞祐の南遷後,金 の宣宗の召喚に従って太常卿 として南京(開封)に入
り,1233年そこで南京開城を迎える(王憧がいう「壬辰年間(1232年)」とは何かの
誤りであろう).その後孔元措は,元好間などとともに先ず博州に抑留され,つい
で東平に移されて厳実の保護を受ける(恐らく1236年).耶律楚材の命によって
孔氏一門の「賦役」を免ぜ られ(丁酉1237年1月の日付をもつr元代白話碑集録』(40)
「曲阜文廟免差役賦税碑」はこの時のものであろう),ついで,1237年11月に燕京地
区に赴 き,僧 ・海雲や課税所長官 ・張喩,道 士 ・粛元素の尽力によって断事
官 ・耶律綿思寄(丞相耶律丑山とも記述される)と会面 し,孔 ・顔 ・孟三氏の子孫
の税賦を正式に免ぜ られる.ま た,孔 元措が1252年に死去 した後,『元史』の
記述等によれば,襲 封街聖公の継承 をめ ぐって一族で争いが起 こった という
が,そ のことについては後の 「曲阜令治」の註参照.● 会験一84-6註参
照.● 欽奉聖 旨一本案件 を文字通 りに読めば,こ こにいう 「聖旨」は,孔
元措を南京から「取到」し,「赴閾」せ しめて,魯 において待聖公を襲わしめると
いう三つの内容をもつように思われる.が,そ うした三つの内容をもつ「聖旨」
は,少 なくとも現存するものの中にはない.現存する聖旨は,1237年1月の日
付を持つ「免差役賦税」(r孔氏祖庭広記』とr元代白話碑集録』(40)「曲阜文廟免差役賦
税碑」がそれにあたる)のみであり,その聖旨は孔 ・顔 ・孟三氏の子孫の税賦を免
(121)
じるもの.孔 元措の術聖公襲封を認可するものですらない.孔元措がモンゴル
朝廷によって正式に襲封術聖公 に任 じられたとする聖旨は実は現存せず,ま
た,孔 元措 は曲阜において厳実の仲裁の もとで襲封術聖公 となっているので
あって(後註参照),その意味では,1233年か ら1252年に至る襲封街聖公の動
向にカアン等モンゴル朝廷が どの程度関与 したか甚だ疑問である.王憧がここ
でいう「欽奉聖旨」がいかなる「聖旨」を念頭に置 くかはよくわからない.
●取到一 「取」と同義.「到」は吏履体に特徴的な語助.こ の時代の用法では,
必ず しも動作の到達点を意味せず,し たがって賓語をとる必要もない.
●曲阜令治一孔子第五十三代の子孫で,第五十三代の術聖公を成宗テムルの元
貞元年(1295)に継いだ孔治を指す.彼 の伝記資料には,曲阜林廟内に今 日も碑
文が現存する「五十三代孫中議大夫襲封術聖公神道碑銘」,ならびに彼の父の墓
銘「故奉訓大夫襲封術聖公世襲曲阜県令墓銘」がある.そ れらの記述によれば,
彼の祖父は元用,父 は之全.元 用は,孔元措が南京にいる間曲阜を守 り,南宋
の宝慶元年(1225)に南宋側によって襲封街聖公に任 じられた.が,翌1226年
2月に,そ の子 ・之全が太師国王(ムカリ)に降って襲封術聖公を認められたと
もいう.そののち襲封術聖公は子の之全が継承 していたようだが,孔 元措が曲
阜 に帰還 して,厳 実の仲裁の もと,之全は爵位を孔元措 に譲った という.ま
た,孔 元措が死去 した壬子年(1252),之全はやはり厳氏によって襲封術聖公に
復せ られたともいう.孔治は憲宗モンケの中葉ごろ曲阜県令 となり,中統四年
(1263)以来「権祀事」を務めた.な お孔治は,ク ビライ朝一代の間は術聖公を襲
封することをついに認められなかった.彼 が大徳十一年に死去 したのち術聖公
を襲封 したのは,彼 の長子 ・孔思誠.● 権祀事一前掲「五十三代孫中議大
夫襲封街聖公神道碑銘」に 「中統四年,公 始めて権祀事」とある.● 三教
九流一 「三教」は儒 ・仏 ・道,「九流」は儒家 ・道家 ・陰陽家 ・法家 ・名家 ・墨
家 ・縦横家 ・雑家 ・農家を指す.(漢)参照.
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85-21為 教 孔顔 孟子 孫 事 状
(「国朝」で空格)
伏見,国 朝尊師重道,徳 及後喬.其 孔顔孟子孫,故 往者特設教官,使
之養育.比 年以来,不 聞一人有学業問望者.錐 親灸祖庭,其 淵源聞見,終
是寡随.今 後(有)〔合〕無選三家徳性頗明俊者,使 入京師国学,令 学士等官
教育.庶 幾有成,以 昭先世之徳.
【訳】 孔子 ・顔子 ・孟子の子孫たちを教育することについての意見書
ご公家は賢人の教えを尊び,その恩沢は子孫たちにも及んでいる.孔子 ・顔
子 ・孟子の子孫たちについては,昔 は特別な教官を置いてこれらを教育 したも
のであるが,ち かごろでは一人 として学問の期待がかかるものがいない.聖 人
ゆか りの曲阜に育ちなが ら,家系か ら来るはずの教え ・教養はあまりない.今
後は,三家の中から聡明そうなものを選び,みやこの国学に入学 させて翰林学
士などの官人たちに教育させるべきである.そ うすれば,学 業も進み,祖 先た
ちの人徳 ・教養を明らかにできるというものである.
【註】 ●孔顔孟子孫一85-13の註で引用 した『孔氏祖庭広記』巻5所 収 「大
蒙古朝皇帝聖旨節文」によれば,太宗オゴタイの時代 に孔家は15家,顔家は
8家,孟 家は2家 あったという.また,『元史』巻4・ 世祖本紀1・ 中統二年
(1261>九月戊辰の条に 「大司農 挑枢,儒 人 楊庸を以て孔 ・顔 ・孟三氏の子孫
を教 うるを請 う」とあり,孔 ・顔 ・孟三氏の子孫の不明は早 くか ら問題になっ
ていたと推測 されるが,た だ,王揮のこの上申書を見るかぎり,挑枢のこの時
の上申は実現 しなかった と思われる.● 故往者特設教 官使之養育一 『孔
氏祖庭広記』巻7・ 沢及子孫 ・北宋の哲宗元祐元年(1086)の条は「学舎を廟の東
南の隅に建て,教授官一員を置 きて教諭せ しむ.本家の子弟内タり人を挙げし
め,本州の学生の例に依 りて優与供給せ しむ」という.孔家の子孫のために特別
の学舎 ・教官を置いたのは,恐 らくこれが最初である.た だし,金朝時代にお
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ける 「孔顔孟子孫」の教育は州学においてなされたと推測され,「金史』巻51・
選挙志1・ 進士諸科の条は,州学の定員を論 じて「閥里の廟宅の子孫の年十三以
上のものは数を限らず」という.● 淵源一家風 ・家学をい う.元好間が し
ばしば 「父兄之淵源,師 友之講習」(たとえばr遺山先生文劇 巻18「内相文献楊公神
道碑銘」)というように,この時代には士大夫の人格 ・教養を形成する最も重要な
要素 と考えられていた.● 京師国学一 「京師国学」の実態がいかなるもの
であったのかは不明.『析津志輯秩』学校の条は「提学詔」という見出しをつけて
中統二年八月二十四日の日付をもつ詔書(r廟学典礼』巻1「設提挙学校官」とほぼ同
文)を掲載 し,「諸路の学校は久 しく廃 され,以 て人材を作成する無 し,今,擬
して博学沿聞の士 を選び,以 て之を教導せしむ.敬鉱につきては燕京路副提挙
学校官に充てるべ し.凡そ,諸生の進修するは,高業の儒生を選んで教授せ し
め,厳 に訓謳を加えよ.務は材を成 し,以て他日の選擢の用に備えるを要す」と
いう.ま た,「元史』巻7・ 世祖本紀4・ 至元八年(1271)三月乙酉の条 に「命 じ
て国子学 を設け,司 業 ・博士 ・助教各一員を増置 し,随朝百官近侍の蒙古 ・漢
人の子孫及び俊秀なる者を選びて生徒に充てしむ」とある.『元史』のこの記述
と本案件の先後については不明。 ●(有)〔合〕無一 『四庫全書』本にした
がって改めた。
85-22史丞相封公爵事状
切見,丞 相史公,係 四朝勲臣.今 錐引年,宜 加公爵,給 其半禄,時 加体
貌,以 備顧問.合 無更依旧典,毎 十日一至中省,平 章軍国重事.不 然使臥
護諸将,規 取荊嚢,亦 周宣憲宗之挙也.
【訳】 丞相史天沢を国公に封ずることについての意見書
丞相史天沢は,四朝のカアンにお仕えしてきた勲功ある家臣である.い ま引
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退の歳にあるとはいえ,国公の爵位を授 け,俸禄の半分を与え,し ばしば対面
され,相談役とするべきである.古 くからの故実にしたがって十 日に一度中書
省に召喚 し,ご公家の軍事に関わる重大事を評議させるべ きであろう.そ うし
ないのであれば,病身のまま諸将 ・諸軍を監督せ しめて荊州 ・裏陽の地 を陥落
させれば,周 の宣王や唐の憲宗の行いに匹敵するというものであろう.
【註】 ●史丞相一史天沢のこと.85-5参照.至 元六年(126g)正月より嚢陽
に出陣 していたが,至 元七年に 「疾をもって燕に還る」とある(「元史』巻155・
史天沢伝).史天沢に関わる案件 としては,85-5に続 くものである.● 公
爵一85-5「公爵」の註参照.こ こで王揮が 「公爵」というのは恐 らく世襲を前
提 とするだろう.本案件は,史天沢の長子,史格を論 じた85-25と深 く関連す
る.● 四朝一王磐 「中書右丞相史公神道碑」(r国朝文類』巻58)に「太祖太宗
容宗憲宗四朝」とある.● 引年一引退の年の謂.軍 官の致仕は七十とする規
定が当時あったであろうことについては,85-5の「今史公年錐耳順」の註参
照.本 案件も85-5と同様に至元八年前後に書かれたものであろう.● 半
禄一未詳.俸禄の半分,の意であろうが,その俸禄の内実については不明.
●体貌一 『漢書』巻48・買誼伝 に 「大臣に体貌 してその節を属ます所以」とあ
り,その顔師古の註に「体貌は礼容を加えて之を敬するを謂う」という.皇帝が
臣下と対面 して敬意 を表す ことをいう.● 旧典一「典」というのだから,成
文化された故実を想定すべきであろう.未詳.あ るいは金制をいうか.な お,
至元元年に劉乗忠が太保を授けられた際 も,劉乗忠は中書省の顧問のような立
場を与えられたと思われる.85-5の「師保」の註参照.● 毎十 日一至 中
省平章軍国重事一王磐 「中書右丞相史公神道碑」は,「(至元)八年 開府儀同三
司平章軍国重事を授 く.伍お右丞相 安童をして公に諭せ しめて曰く,『中書省 ・
尚書省 ・御史墓は,或 いは一月,或 いは一旬,遇 たま大事有らば卿は商量すべ
くも,小事なれば必ず しも卿 を煩わさざるな り』」とある.ま た,こ こにいう
「平章」とは,「平章」の原義である評議の意.● 臥護諸将一 「臥護」は,病
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身をお して監軍する,の意.『史記』巻55・留侯世家に「上 病むと錐 も,彊いて
輻車に載 り,臥して之を護せば,諸 将 力を尽 くさずんばあらじ」とある.
●周宣憲宗一 『四庫全書』本はそれぞれ「周宣王」「唐憲宗」とする.宣王は周の
第十一代の王であ り,サ吉甫などに命 じて西戎 ・荊蛮 ・准夷 などを討伐 させ
た.唐の憲宗(在位:805～820)は,斐度などに命 じて反乱を鎮圧 し,准西を平定
した.こ こは,世祖クビライを周の宣王や唐の憲宗に比すというよりも,史天
沢をサ吉甫や装度に擬するものであろう.
85-23請 禁 制 異 様 服 色事 状
(「国家」で改行平出)
切惟,衣 服之制,本 以別貴賎定尊卑,故歴代相沿各有定制.今民間以修靡相
高,錐工商自隷 皆得衣被金誘龍鳳衣物,以致貴賎混清,無以差別.今
国家以倹徳化下,服服不衷,返為妖災.今後,合無将一切金繍異様衣物,除令
得服用外,自絵即聴与鞍轡等事,一体厳行禁制.亦辮上下定民志之一端也.
【訳】 貴人にのみ許された文様を禁制にすることを求める意見書
衣服の制度というものは,元来は上下貴賎を区別するためにあり,歴代王朝
はそれぞれ規定を設けていた.し かし今,巷 では華美を競い合い,工 匠 ・商人
や自隷までもがみな金糸の刺繍や龍 ・鳳風の柄の付いた衣服 をまとうことがで
き,上下貴賎が入 り混 じって,区 別がつかな くなっている.今,ご 公家は質素
倹約の行いによって天下を教化 しているのに,衣服が不適当であれば,逆 に災
いを招 きかねない.今 後はさまざまな金糸の刺繍,貴 人にのみ許 されている文
様の織 り込まれている衣服は,特別に着用を許されている場合 を除き,鞍や手
綱などの規定 と同様に禁令を厳 しく実施すべきである.そ うすることが,上下
貴賎を定め,民心 を安定させる契機にもなるのである.
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【註】 ●禁制異様服色一 「異様」は,元来はまさしく,異様,の 意だが,モ
ンゴル期 にあっては,カ アン等一部の貴人が用いる龍 ・鳳等の文様を指 し,そ
の文様を用いた製品を,「元典章』等ではしばしば「異様生活」という.「異様生
活」は,あ るいは非漢語か らの意訳語かもしれない.ま た,「異様」が用いられ
るのは衣服に限らず,装飾品 ・器皿 ・帳幕 ・車輿 ・鞍轡等に及び,それらの器
物の貴賎に応 じた文様の規定を「服色」と言う.禁制の対象 となった器物は異様
局総管府の統制の もとでのみ製造が認め られていたらしい.な お,『元史』巻
78・輿服志1・ 冤服 ・服色等第の条にある衣服の着用規定は,仁宗期の延祐元
年(1314)に定められたものであるが(r元典章』巻29・礼部2・礼制2・貴賎服色等
第の条,『通制条格』巻9・衣服 ・服色も同文.『元史』巻105・刑法志4・禁令の条もほ
ぼ同じ),それによると,「御賜の物は禁限に在 らず」とあり,禁制の対象となる
器物はカアンから下賜されるのが建前 とされた.● 工商自隷一元 ・陸文圭
『矯東類稿』巻4・ 策 ・「流民貧吏塩鋤法四弊」は,「古者,衣服に常有 りて上下に
制有るも,今侶優 も妃后の飾を為すを得,自隷 も公卿の服を惜す可 し」と言 う.
王渾がここで言 う「工(匠)」「商(人)」「自隷」は,多 くは色 目人であったり,カ
アンや諸投下に所属する人たちであったろう.● 金誘一 『元典章』巻58・
工部1・造作1・ 段疋 ・毛段上休織金の条によると,織物に金を織 り込むこと
は中統二年(1261)に禁 じられている.● 龍鳳一 『元史』巻7・ 世祖本紀
4・至元七年(1270)閏十一月戊辰の条に「糟段の日月龍虎を織るもの,及 び龍
犀 を以て馬鞍を飾る者を禁ず」とある.『元史』の記述に対応する規定は『元典
章』巻58・工部1・ 造作1・ 段疋 ・禁織龍鳳段疋の条にもあ り,「至元七年,
尚書刑部承奉 したる尚書省の筍付,議 し得たるに,随路の局院係官の段疋を除
くの外,街 市の諸色人等,日 月龍鳳の段疋を織造するを得ず」とある.な お,
『元史』巻105・刑法志4・ 禁令の条には,「諸そ章服は,惟 だ蒙古人及び宿衛
の士 も,龍鳳文を服することを許さず,絵 は並びに禁ぜず.龍 とは五爪 ・二角
なる者を謂 う」とある.● 服服不衷一 『春秋左氏伝』僖公二十四年の条に
「之 を服 して衷わざれば,身 の災いなり」とあり,こ れをふ まえたもの.「服
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服」は『春秋左氏伝』の表現 とは異なるが,意 味が通 じるので原文の ままとし
た.「衷」は 「中」に通 じ,か なうの意.● 鞍轡一 『元典章』巻58・工部
1・雑造 ・鞍轡靴箭休用金の条に,「至元八年(1271)十一月中書右三部の承
奉 したる中書省の筍付,欽 奉 したる聖 旨に『鞍鞘 ・鰍轡 ・靴子 ・箭頭は金を
用いさせ るな』とある」という.● 辮上下定民志一84-8の註参照.
85-24論 節 婦 雷姑状
今体訪到,京 兆府三 白渠副使郭時中妻雷氏,係 前監察御史雷晴顔女.自
三十一歳,美 郭身故,雷 止生女子一人,長 已適元氏,経 今十有六年.窮
居守志,誓 死靡官,(真)〔貞〕順堅確,殊 有父風.宗 族称賢,郷 閾服化,
在雷門善継先声,居 郭氏建為節婦.理 宜族表,風 励多方.伏 乞,御 史墓
照詳施行.
【訳】 貞節の女性,雷 女史について論 じる意見書
今,実 地に取 り調べたところ,京 兆府三白渠副使,郭 時中の妻である雷氏
は,さ きの監察御史雷晴顔の子女である.三十一歳の時,夫 である郭氏が身ま
かったため,雷氏は娘ひとりを生んだだけであったが,そ の娘も成長して既に
元氏に嫁 ぎ,(夫を亡 くして以来)今まで十六年が過 ぎた.貧 窮生活にも再婚
をせず,生 涯不変の誓いをたて,貞 操をかた く守ろうとするさまには,ま さに
その父の遺風がある.一族からは賢婦と褒めたたえられ,土 地の者たちは敬服
教化され,雷家においては祖先の名声を承け,郭氏にあってはまことに貞節の
婦人である.当然それを称揚 し,人々を努め励ますのがよい.おそれながら,
御史墓の検:討を請う.
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【註】 ●雷姑一 「姑」は女性 に対する敬称.男 性の「公」にあたる.
●京兆 府三 白渠 副使郭 時中一三白渠の沿革については,『類編長安志』巻
6・渠,『長安志図』巻下 ・渠堰 因革 に詳 しい.『元史』巻65・河渠志2・ 三
白渠の条によれば,モ ンゴルの金朝遠征以来荒廃 していた三白渠は,太 宗十
二年(1240)梁泰によってその修復:と供用が奏上 され,そ れに応 じた太宗の令
により「令 に就 きて梁泰 をして元降の金牌 を侃せ しめ,宣 差規措三白渠使に
充て,郭 時中に之れに副たらしむ.朝 廷 に直隷せ しめ,司 を雲陽県 に置」い
た.郭 時中(字器之)の伝記ついては,李 庭 「元故三白渠副使郭公墓褐銘」(r寓
庵集』巻6)に詳 しいが,そ れによれば,戊 戌の選試に挙げられ,太 宗十一年
(123g),和林城(カラコルム)で耶律楚材に謁 し,彼 の評価 を受けることで三
白渠副使 に擢かれることになったことがわかる.ま たこの墓褐銘には,妻 雷
氏について も言及されるほか,「監察御史王揮 以て聞す るに,其 の辞に『雷
門に在 りては善 く先声 を継 ぎ,郭 氏に適 ぎては誠 に真婦た り』の句有 るは,
蓋 し実に録 して云 う」と,王揮の当事案の引用 もある.な お,郭 時中は憲宗
五年(1255)十月に六十一歳で亡 くなってお り,後文の 「経今十有六年」とい
う記述からすると,こ の事案が書かれたのは至元八年(1271)である.
●前 監察御史雷晴顔一金朝末の名士,雷 淵.晴(希)顔はその字.『金史』巻
110に伝があるほか,伝 記史料 として,元 好間 「雷希顔墓誌銘」(r遺山先生文
集』巻21・r国朝文類』巻51)がある.● 雷止生 女子一人長 已適元氏一
前掲 「故三白渠副使郭公墓碍銘」には「一女 を生み,京 兆の衷沈 に適 ぐ」とあ
'る
.「元」と「衰」(同音)は,ど ちらが正 しいか定めがたい.● 守志一女
のみさおがかたいこと.『雲謡集雑 曲子』【鳳帰雲(児家本是)】に 「徒労の公
子 肝腸断ち,護 りに心を生ぜ ども,妾が身は松柏の如 く,守志の強きこと魯
女が堅貞に過 ぐ」とある.(漢)参照.●(真)〔 貞〕順堅確一 『四庫全書』
本 によ り改めた.
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85-25史 丞相 子 格 合 任 用 状
(「朝廷」「宣」「御」「内」「恩寵」で改行平出)
伏念,崇 徳報功,聖 王之盛事,推 賢継世,有 国之常経 切見,前 中書左丞
相平章政事史公,中 朝元老,累 世勲臣.夙夜奉公,小 心翼翼,而 又忠孝伝
家,険 夷一節.今 行年七十,総 戎湘漢,御 将箒辺,衝 冒矢石,痛 煙暑雨,
偶薄侵凌.内 懐未効之憂,外 悔敵王之冠,用 是憂労,日 榛衰疾.伏 准,
朝廷潤其如此,故 屡頒
宣賜,式 慰老懐,先 之以
御醸薬餌,継 之以
内厩乗螺.其 為
恩寵,固 以隆重,然 史氏一門,諸子振振,未 蒙擢用.今 者魯察二公之後,
内外分任各有其人.登 期柱石之元臣,未親答綴之嗣子.拠 嫡長子格,天 姿
高明,達 於為政.前 任衛州節使,已 有能声,後 従西征,多 歴銀険.合 無依
例任用,置 彼周行。不惟慰史公之心於垂老之年,抑 亦激忠風於当代也.拠
此合行挙呈.
【訳】 史丞相の子,格 を任用すべ きことについての意見書
わたくし王憧がお もうに,有徳者を尊崇 して功績に報いることは皇帝の徳の発
露であり,賢者を盛 りたてて前代の善政を継 ぐことは王者の立派な仕事である.
さきの中書左丞相平章政事の史天沢はわが王朝の重鎮であ り,歴代のカアン
にお仕えした勲功ある人物である.皇帝の政務のために日夜心を砕 き,細心に
して慎み深 く,さ らに忠 と孝 とを家風 とし,難事にも一貫 して節を通 してきた
人である.い ま年齢は七十にもなるが,嚢 陽方面で軍兵を統率 し,諸将を率い
て辺境の軍事を計画 し,前線の矢の中をかいくぐり,南方の痛気 と暑さとに苛
まれてきた.内 には本懐を遂げざる憂いを抱 き,外には南宋の進攻を憤って,
心労と憂いから肉体は衰え病むようになった.思 うに,ご公家はこのような様
子をご覧になってしばしばお言葉や品物をお分かちになり,老臣の心を慰め,
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まず御酒や薬,つ いで御用の騨を賜ったのである.そ の恩恵 ・寵愛はもちろん
手厚いものではあったが,し かしながら,史氏一門の誠実な子供たちはいまだ
に抜擢 されてはいない.今,魯 国公 ・厳実,察 国公 ・張柔の子息たちは内外に
地位を得てそれぞれに任用されているのに,国家の柱たる大老 ・史天沢ははか
らず も官位に就いた後継者 をもたないのである.
嫡男の史格は,容 姿端麗,行 政能力もあ り,前任の衛州節度使であった時も
有能 との評判があ り,そののち西方遠征 に従事 して多 くの辛酸を経験 してき
た.ご 公家は格 を任用 し,し かるべき官位 につけるべ きであろう.そ うすれ
ば,史公の引退の年に彼の心を慰めることができるばか りでな く,忠義の気風
を今の世に奨励することにもなる.
この事については,具呈書を送るべ きである.
【註】 ●史丞相子格一史天沢の長子,史 格.王 磐 「中書右丞相史公神道碑」
(r国朝文類』巻58)によると,史天沢には格 ・樟 ・禄 ・柱 ・杞 ・梓 ・楷 ・彬の八
人の息子がいたという.長男の史格については,挑 燧 「平章政事史公神道碑」
(r国朝文類』巻62)が基本史料 となる.そ の記述によれば,史格はクビライとア
リク ・ブケの戦いに際 してアリク ・ブケ側の陣中にあった と推測され,ク ビラ
イがアリク ・ブケに勝利 した後 も恐 らく無官であった.王 揮は本案件で,そ の
史格が史天沢の跡を継 ぐべ きことを論 じる.● 前 中書左丞相平章政事 史
公一本案件は85-5・85-22と同様に,史 天沢が至元七年(1270)に前線を退
いた際に書かれたと思われ,同八年五月に開府儀同三司平章軍国重事を授けら
れたことと密接 に関係するだろう.本案件中に「今行年七十」と言い,ま た「前
中書左丞相平章政事」と述べて「開府儀同三司」と称さない点からすれば,至元
八年の五月以前に書かれた ものと推測 される.● 中朝一 『資治通鑑』巻
294・五代後周 ・顕徳六年(959年.すなわちr資治通鑑』が記述する最後の歳)六月
丙子の条 にある「直隷中朝」という一句に対 し,胡三省は「中朝,中 国を謂 うな
り」と註をつける.王揮の用いる「中朝」もこの意味であろう.● 湘漢一湘
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水 ・漢水一帯の湖南 ・湖北の地を「湘漢」と呼びならわす.王 憧がここで「湘漢」
という表現を用いるのは,山東方面 ・河南方面 ・四川方面の三方向から行われ
た南宋攻撃全体を視野に入れ,史天沢が参画 した裏陽攻撃の目的を総体的に述
べるからであろう.「綴耕録』巻15・銭唐懐古詞の条は,傅按察なる人物が南宋
滅亡を懐古 して詠んだとされる詞をあげ,「下裏焚,指 揮湘漢」という.
●式慰一 「式」は語助.『助字辮略』巻5に 「此の式字を愚案するに,猶お 『袋』
のごときなり」とある.● 先之以御醸薬餌一王磐「中書右丞相史公神道碑」
に,「(至元)十一年秋 公を以て右丞相伯顔 と荊湖路行毫を領せ しめ,大 軍を総
べ嚢陽より水陸並びに進め しむ.将 に郡渚より江を渡 り,行きて郵州に至らん
とするも,公 病ありて進むこと能わざれば,裏陽に還る.上 聞きて亟やかに近
侍を遣わし,葡萄酒を費いて,公 に賜 う.(中略)上又た其の子の柱を遣わし,
太医を与えて馳せ往 きて診視せ しめ,傍 お薬物を賜 う」とある.「元史』巻155・
史天沢伝 も同様である.ク ビライが史天沢に酒と薬を与えた話を王磐は至元十
一年のこととするが,それが王磐の記述の誤 りであるか,ク ビライが複数回「御
醸薬餌」を賜ったのかはよくわからない.● 乗螺一元 ・李治『敬斎古今駐』
巻6(12巻本)は,『漢書』が記述する渾邪王を論 じつつ騨に及び,「治Elく,今
の回絶の人は善 く螺を畜 う.螺は日に七八百里を行 く有 り.必ず しも騙種の馬
子にあらず して,乃 ち自ら騨種あるのみ.其 れ騨は,生 まれ し時,須 らく母の
腹を剖 く.亦た剖かず して生まれるもの も有 り.然れ ども其の力は母を殺せ し
ものに及ばず.単 干の乗 りし所は必ず此の輩なり.螺は堅耐にして馬は乏 し易
きを以て,故 に馬には乗 らず して但だ螺に乗るなり」という.王揮がここで「乗
螺」というのは,乗 り物を総称 していうのではな く,まさしく「螺」を賜ったか
らであろう.● 諸子振振一 「振振」は『詩経』周南 ・麟之趾にあることば.
鄭箋は 「信厚也」という.● 魯察二公之後 内外分任各有其人一魯国公 厳
実 と察国公 張柔をさす.● 前任衛州節使一史天沢が壬子年(1252)にモンケ
から衛州の五城を与えられ,史格が当地の節度使となったことを言 う.『国朝文
類』巻62「平章政事史公神道碑」は 「憲宗は戦　の衛に著わるるを以て,封ずる
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に衛の汲 ・昨城 ・新郷 ・獲嘉 ・蘇門の五県を以てす.是 に蘇 りて故栄禄大夫平章
政事公(史格)は,大 尉(史天沢)の元子たるを以て,節 度を衛に得たり」と言
う.史格が五県すべてを節度したかどうかは,記述があいまいでよくわからな
い.● 後従西征多歴銀険一 『国朝文類』巻62「平章政事史公神道碑」は 「一
王 公を召 し,楷に絶漠に北 して謙州に留 まる.其 の儲氏の姑に依 りて,居 るこ
と五年にして帰る」と言う.こ こに言う「一王」とはアリク ・ブケ,「謙州」はケ
ムケムジュー ト,「儲氏」は,史格の妻のひとり.史天沢の伝記史料によれば,
史天沢父子は1257年以来モンケの許にあり,1259年にモンケが急死 した際も史
天沢は釣魚山にあった.そ のことからすれば,モ ンケの死後,父 史天沢はクビ
ライに従い,息子 史格はアリク ・ブケに従ったことになる.● 依例任用一
ここに言 う「例」とは,軍官が七十で致仕して後の 「襲替」を言う.いわゆる 「軍
官襲替」については,『通制条格』巻6・ 『元典章』巻11等を参照.● 周行
一『詩経』周南 ・巻耳にあることば.鄭箋は「周之列位」という.「朝官」と同意.
86-1廉 平 章 廉 能 合復 用 状
(「天威」「西顧之憂」で空格)
蓋聞,進 賢受上賞,蔽 賢蒙顕毅,古 今之通論也.伏 見,中書平章政事廉希
憲,忠 誠衛社,孝 友名家,久 侍禁閾,常 深委佼.而 又疾悪如讐,進 賢若
渇.髪 自中統初年,奉 将 天威,侯 銭陳右,其 奮不顧身,弼伏禍乱,致
寛 西顧之憂,而 謀猷忠壮,蓋 素所蓄積也.及 帰治装,琴 書之外,一 無
長物,可 謂廉　.既而平章中省前後七年,益励忠貞之節,殊 深端揆之方,
其於賛裏,不 為無補.遡 者罷政就列,祇 縁新制,不 聞過葱.今 也未及喩
年,臥 病数月,生理薫然,悟 焉自若.難斜律光之忠亮無他,魏 高允之清苦
自守,無 以過此.誠 清白之相,乃 有為之材也.今年,方 強仕,似 未宜置之
散地使後事功.方今,川 蜀未得其人,裏 陽旅拒不下.償 起而用之,使 当一
面,必 能収取実効.不 効則治某以冒妄之罪,誠 所甘心焉.
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【訳】 平章政事廉希憲は有能 ・清廉で再び任用されるべきことについての
意見書
聞 くところによれば,「賢者を推薦 したものは顕彰を受け,賢者の登用を妨げ
たものは諌罰を受ける」とは,古 今共通の定論である.
わた くしが思うに,中書平章政事の廉希憲は忠実なるウイグル国の出で,親
兄弟に尽 くす名門である.ケ シクとして永 くご公家のおそばに仕 え,生殺与奪
の大任をまかされてきたが,悪 を憎んで賢者を渇望する人物でもある.中統年
間の初めから,カアンの御威光を承けて陳西で兵権を統べ,奮 戦 して己の身を
案 じることなく,擾乱を治め,ご公家の西方の不安をやわらげた.深 慮遠謀を
有 して果敢であることは,か ねて実績のあるところである.召還の際の旅支度
は,一介の書生の持ちもの以外に絵物はなく,まことに清廉といえよう.中書
省に平章となっておよそ七年,ま すます忠勤にはげみ,宰相 としての深慮遠謀
を深め,ご 公家の大業に大いに役立ってきたのである.こ のごろ宰相から退い
てケシクに戻ったのも,制度が改 まったというだけで,過失があったとは聞い
ていない.以 来,ま だ年は改まっていないが,数 か月病に臥して,体調は芳 し
くないのにもかかわらず,さ らりと落ち着いた様子である.北斉の斜律光の大
節忠義,北 魏の高允の清貧大義も廉希憲には及ばない.じ つに清廉潔白な宰相
であ り,優れた人材なのである.今年でやっと四十歳だから,この人を無官と
して,諸 臣の功績にお くれをとらせるべきではないだろう.
いま,四川は適任者がおらず,裏 陽も兵が対時 して降らない.も し廉希憲を
起用 してその どちらかに当たらせれば,必ず結果をあげるにちがいない.結果
が出なければ,妄言を吐いたかどで裁かれることになったとしても,(わたくし
は)その罪を甘ん じて受けるものである.
【註】 ●廉平章一本文中にいう中書平章政事 廉希憲.字 は善甫.ウ イグル
人.そ の伝記史料に『国朝名臣事略』巻7・ 平章廉文正王(廉希憲),『国朝文類』
巻65「平章政事廉文正王神道碑」,「元史』巻126・廉希憲伝等がある.廉希憲
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は至元七年(1270)に左丞相 を辞任 したが,本 文中に「今也未及躊年」とい う記述
が見えるから,本案件は廉希憲の辞任の年に書かれた もの と推測される.廉希
憲は19歳の折(恐らく1249年)にクビライの王邸のケシクとなったといい,ク
ビライが京兆に分地を有 して以来,そ の地で「宣撫使」をつとめた.その後,中
統元年(1260)四月には十路宣撫司の発足にともなって京兆等路宣撫使,同 年に
秦蜀行中書省事,中 統三年に李壇の乱にともなって召還され,中 統四年に中書
平章政事,至 元四年に左丞相に任 じられた(彼の経歴は各資料によって多少の矛盾が
ある).● 進賢受上賞蔽賢蒙顕裁一『漢書』巻6・ 武帝本紀6・ 元朔元年冬
十一月の条,武 帝の詔 中に,「賢を進めて上賞 を受け,賢 を蔽いて顕裁を蒙る
は,古 の道な り」とある.● 衛社一 「衛」は「衛兀児」の 「衛」,「社」は 「社
稜」の「社」.「衛社」でウイグル国のもの,の 意であろう.「ウイグル」の音写に
は 「畏吾」「畏兀児」「偉兀」等の漢字が用いられるが,時 に 「衛兀児」も用い ら
れ,『金華黄先生文集』巻24「宣徽使太保定国忠亮公神道第二碑」は 「蒙古衛兀
児文字」という(「畏」「偉」「衛」は同音).● 久侍禁閾一廉希憲がクビライのケ
シクになったことをいう.「閾」は妃娯の居処(84-8「宮液」の註,85-gr門閨」
の註参照)の意で,「禁閾」はオル ドを指す.廉 希憲が19歳でクビライに入侍 し
ていることは既に述べた.● 袋 自一84-4の註参照.● 中統初年一
中統元年に京兆等路宣撫司が置かれ,つ いで同年に秦蜀行中書省が置かれ,廉
希憲が行省事を拝 したことをいう.そ こでの廉希憲の仕事ぶ りを 「侯銭陳右」
「弼伏禍乱」と表現するのは,当 時の京兆の実態を伝 えて興味深い.● 奉将
天威一 「天威」の前に空格があり,こ こにいう「天威」はカアンの命を指す.
●西顧 之憂一 「西顧」は,元 来は『詩経』大雅 ・文王之什 ・皇　に見えることば
だが,こ こでは,皇 帝が西方に憂いを有することをいうのであろう.「西顧之
憂」に忌誰字は認められないが原文に空格があるのは,これをカアンの憂いとす
るからであろう.● 及帰一李壇の乱に際 して陳西 を離れたことを言う.
●琴書一書生の持ち物を指 して一般に「琴剣書箱」という.● 平章 中省前
後七年一『国朝名臣事略』巻7・廉文正王の条は,廉希憲が中統四年に中書平章
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政事 を拝 した,と 記述する.そ の七年後だとすれば,ち ょうど至元七年 とな
り,廉希憲が辞任 した年 と一致する.本案件がここで「七年」と述べるのは,伝
記史料が平章政事 と左丞相に分けて記述するものを合算 したものであろう.そ
のことか らするならば,平章政事や左丞相といった伝記史料に見える官職名は
この場合は漢文史料が便宜的に与えた名前に過ぎないと思われる.● 罷政
就列一 「罷政」は宰相か ら退 くことをいい,「就列」は官位に就 くことをいう.
したがって,「罷政就列」は内容の上で矛盾する表現.「就列」とは,元来は朝会
の際に文武百官の列に就 くことをいうことばだか ら,ここではケシクの列に就
いたことを指すと考え,「ケシクに戻った」と訳 した.● 祇縁 新制不 聞過
葱一 「新制」は至元七年の尚書省の設立をいうだろう.また廉希憲の辞任につい
ては,史書,伝 記史料が共通 して「匿賛馬丁」なる囚人の扱いをめ ぐってクビラ
イと対立があったことを記述する.王揮がその事件の経緯を踏まえて 「不聞過
葱」と述べるとすれば,こ の一句はクビライに対する痛烈な皮肉となるであろ
う.なお,こ の匿賛馬丁の事件について『国朝名臣事略』巻7・ 平章廉文正王 ・
至元七年の条は以下のように記述する.「回鵤の官 匿賛馬丁なる者,先 朝に事
うるを用て,怨家の訴える所 と為 り,獄に繋がる.未 だ幾ばくもせず して,詔
して大都の見禁の囚を釈かしむるに,詔 の至るや,公(希憲)適たま在告 して,
堂判に公の署無 し.秋に至りて車駕の都に還るや,怨家復た訴え,上 怒 りて,
留守諸相 を召 して之を詰す.公 堂判を取 らしめて之に補署 して曰く『個 し天威
測る莫 くんば,量 に己の署無きを幸いとして独 り荷免す可けんや』と.公 進み
て前の詔 を以て言 を為すに,上 曰 く『詔 して囚を釈かしむるに,併 びに匿賛馬
丁を釈 くは量 に亦た詔有らんや』と.公 対えて曰く『此の囚を釈かざらんか.
臣等 も亦た未だ詔有るを聞かざるな り』と.上 愈いよ怒 りて曰く『汝等 読書 を
号称す,此 れ何れの罪に宜 しからんや』と.公 曰く『臣等 宰相 に備員たれば,
罪有 らば当に罷退すべ し』と.上 曰 く「第だ汝の言に従 うのみ』と.即ち左丞相
耶律鋳 と与に並びに政事 を罷む.建 に至元七年な り」.● 臥病 数月一 『元
史』巻126・廉希憲伝に見える次の記述が,こ の時のことを言うのではあるまい
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か.「希憲 嘗て疾有 りて,帝 医三人を遣 りて診視せしむ.医 言えらく『須 らく
沙糖を用って飲と作すべ し』と.時に最も得るに銀 く,家人 外に求めんとする
に,阿合馬 之に二斤を与え,且つ密意を致す.希 憲 之を却けて曰く『此の物を
して果して能 く人を活かしめんや.吾れ終に妊人の与うる所を以て活を求めざる
なり』と.帝 聞きて之に遣賜す」.● 斜律光之忠亮無他魏高允之清苦 自守
一斜律光は北斉の人.字 は明月,朔 州の勅勒部の人.北 斉の軍を指揮 して西行
し,しばしば北周の兵を破 り,北斉に忠義をつくした功臣.護言により諌せられ
る.光の死後,北 周の武帝をして 「此の人若 し在 らば,朕 堂に能 く鄭に至らん
や」といわしめた(r北斉書』巻17・解律光伝参照).高允は北魏の人.字 は伯恭,勃
海の人.先 の郡淵の国史のあとを承け,崔浩 とともに国史を著 し,崔浩の筆禍に
より罪が及ぶも,赦された.高宗の信任が厚かったにもかかわらず「初め,允 と
同に游雅等を徴 し,多 くは通官 ・封侯に至る.及び允の部下の吏百数十人も亦た
刺史二千石に至る.而 るに允は郎たること二十七年 官を徒 さず.時 に百官 無
禄.允 常に諸子をして樵采自給せ しむ」とあり,清貧の人として知 られる(r魏割
巻48・高允伝参照).● 強仕一四十歳.『礼記』曲礼上第一に 「四十を強と日
う.而 して仕う」とある.既述のごとく,廉希憲は至元十七年に五十歳で没す
る.逆算すると四十歳は至元七年になる.● 川蜀未得其人一 『元史』巻6・
世祖本紀3・ 至元六年九月の条に「奏典赤を行陳西五路西蜀四川中書省事たらし
む」というように,この時期,「川蜀」にはサイイ ド・アジャッル ・シャムス ・
アッディーン(奏典赤謄思丁SayyidAjaUShams謡一D血)が「陳西五路西蜀四川行
尚書省事」としていたはずである.王憧がここで 「未得其人」というのは,実質
的には,このサイイ ド・アジャッル ・シャムス ・アッディーンを批判するもので
あろう.ここでの論調は,85-14「論関陳事宜状」と共通する.● 不効則治
某以冒妄之罪誠所甘心焉一いわゆる俗文書の違約罰文言に似る.こ うした公的
な上申書 にはあまり見 られない表現と思われる.
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86-2乞 尚書 柴禎 北 還 事状
(「天威」「聖朝」で改行平出,「雲南王府」「王府」「王室」「衿潤」「詔」で空格)
切見,雲 南王府衛行六部 尚書柴槙,賦 性良能,為 人簡重,響 総西
曹,殊 深雅望.久 承簡在之恩,宜 処腹心之地,自 居大理,将 及五年.今
体訪得,王 府既還,無 所事事,至 於彼方,上 設宣撫,下 有管民等
官,仰 頼
天威,足 以(填)〔鎮〕撫.其 柴槙等一行官吏廿絵人,似 不宜久置遽荒,坐
老志節,使 智能之士,不 得樹功業於明時,誠 可惜也.近 又於奉使張庭珍
処問知,本 官身錐無悲,髪 髪尽 白,乃 心 王室,無 日不在,興 言未
寛,涕 酒交零.中 外聞者,莫 不慨嘆.昔 班定遠,哀 請臣不敢望到酒泉,
得生入玉門関足　.古今難殊,其 於臣子恋閾之心一也.兼 槙母在堂,年
遽八十,使 母子形影相 吊於万里之外,又 可欄也.伏 惟,
聖朝以孝治天下,如 槙者,億 蒙 誇欄,詔 賜北還,如 是量独不遺
材於絶域,抑 使忠孝之道得両全於君親,亦 激勧臣子之一端也.
【訳】 雲南大理等処行六部尚書柴槙の北への帰還を請 う意見書
雲南王のケシク ・行六部尚書の柴槙は,高 い能力をもち人柄 も重厚で,以 前
に右三部を統轄 した際には特 に期待 をかけられた人物であった.抜擢 されて長
らくお膝元にあったが,大理 に赴任してすでに五年になろうとしている.い ま
実地に調べてみたところ,雲 南王府がカアンに返上 された以上,処 理すべ き仕
事 も特 に無い.か の雲南方面については,上 に宣撫使を置き,下に管民官を置
けば,カ アンのご威光によって十分に治められるだろう.柴槙たち総勢二十数
名の官吏たちは,な が く辺境の:地に捨て置き志を衰えさせるべ きではあるま
い.有 能な人材 を,賢明なるカアンが統治する太平の世 に手柄 も建てず終わら
せることは,ま ことに残念である.さ らに,ちかごろ奉使 ・張庭珍のところか
ら聞いたところでは,柴槙は無事であるとはいえ,髪はまるで蘇武のように白
くなり,「乃心王室に在 らざるなし」というように日々ご公家のことを思い,言
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葉を発すればただ涙,と いった有様 という.こ の話を聞いて嘆かない者はな
い.かつて定遠公 ・班超は,「わた くしは酒泉に至ることを望んだりはいたしま
せん.生 きて玉門関に入ることができれば十分です」と述べたという.昔と今と
は違 うとはいえ,君主の居所を臣下が恋い慕う気持ちは同 じである.し かも,
柴槙の母は存命で八十をこえる.母 と子が万里を隔て,影 の形を慕 うがごとく
に思いを寄せ合 うのも,また哀れとい うべ きであろう.
わたくし王憧がおもうに,わがご公家は孝の心をもって天下 を治めている.
柴槙のようなものに情けをかけられ,詔 をたまわって北への帰還を許 されたな
らば,有能な人材を単に辺境に置き去 りにしないのみならず,君主 と親に忠 ・
孝の道を尽 くさせることにもなろう.これもまた臣下や子供に忠 ・孝を教える
一つの方法なのである.
【註】 ●柴槙7柴 槙は雲南王府の府尉であった人物で,本案件は,雲南王フゲ
チの毒殺事件と深 く関連する.柴槙は,元来クビライのケシクだったと推測され,
『元史』巻160・王鶉伝は,王鴉がクビライの下から去る際を記述 して 「歳絵にし
て,還 るを乞う.賜うに馬を以てし,侃お近侍の闊闊,柴(禎)〔槙〕等五人に命 じ
て之に従いて学ばしむ」と言い,『国朝名臣事略』巻12・内翰王文康公(王鴉)も
「中書左丞相 ・澗潤子清,右三部尚書 ・柴(禎)〔槙〕の輩の如きは,皆 な公の門よ
り出づ」という.彼は,至元四年(1267)九月クビライの子フゲチが雲南王として大
理に出鎮 した際,フ ゲチのケシクとしてともに赴いたものと思われ,『元史』巻
6・世祖本紀3・至元四年九月戊申の条は,「大理等処行六部を立て,闊闊帯を以
て尚書兼雲南王傅 と為し,柴(禎)〔槙〕もて尚書兼府尉,寧源もて侍郎兼司馬とす」
という.フゲチ毒殺については『元史』巻7・世祖本紀4・至元八年二月乙巳の条
に「大理等処宣慰都元帥 宝合丁,王傅 闊闊帯等は,協謀して雲南王を毒殺す,火
竹{赤,曹槙は其の事を発 し,宝合丁,闊闊帯及び阿老瓦丁,亦速夫は並びに諌に
伏し,槙,火仰赤,及 び証左の人に金銀を賞すに差有 り」という(フゲチがいっ毒殺
されたのか,正確には不明).なお,フゲチを毒殺 したとされる人物のひとりである
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闊闊帯は大理等処行六部尚書兼雲南王傅の闊闊帯,また,事件を告発 した曹槙とは
本案件が言う柴槙 と思われる.● 雲南王府衛行六部尚書一 「雲南王府衛」の
「衛」は,おそらくケシクを指す.「行六部」は「大理等処行六部」の謂.「尚書」は行
六部の代表.大理等処行六部は実質上,雲南王のケシクによって運営された.した
がって,闊 闊帯,柴 槙,寧 源等の人たちは,行六部としての職名(尚書 ・侍郎)
と,王府官としての職名(王傅 ・府尉 ・司馬)を兼帯 した.● 西曹一 「西曹」
は,ここでは右三部を指す.「西」は「右」,「曹」は「班」の意.前註所引 『国朝名臣
事略』に 「右三部尚書 柴(禎)〔槙〕」とある.● 自居大理将及五年一 フゲチが
雲南に赴いたのは至元四年のことであ り(前註参照),それから5年とすれば;本案
件が書かれたのは至元八年から九年のこととなる.● 王府既還一待考.雲南
王府は,フゲチが毒殺され,王傅の闊闊帯 も課殺されて,実質的には解体されてい
たものと考えられる.「還」は,ここでは仮にクビライの手に返還されたことをい
うと考えた.なお,雲南に行六部の類が復活したのは至元十年のことと思われ,
『元史』巻8・世祖本紀5・至元十年閏六月丙子の条は 「平章政事 妾典赤を以て雲
南に行省たらしむ」という.● 天威一四部叢刊本 ・元人文集珍本叢刊本ともに
行頭にこの語が記されるので,改行平出なのかどうかは判然としない.しかし,文
脈から考えてこの語は実質的にクビライの威光を指すであろうから,改行平出とし
て理解 した.●(填)〔 鎮〕撫一 『四庫全書』本に従って改めた.● 近又一
原文では双行の小字で書かれている.● 奉使張庭珍一彼の伝記史料 としては
『国朝文類』巻52「南京路総管張公墓誌銘」,並びに 『元史』巻167・張庭珍伝があ
る.その記述によれば,彼は至元六年,朝列大夫 ・安南国達魯花赤として吐蕃 ・大
理 ・諸蛮を経由して安南に赴き,至元七年十一月に安南王の使者とともにクビライ
のもとに帰還(r元史』巻7・世祖本紀4・至元七年十一月丁子の条参照),至元入年に
は,裏陽行省郎中に選任されている.とすれば,張庭珍が伝えた柴槙の近況とは,
おそらく張庭珍の安南からの帰途に係るものであろう.本案件にいう「本官身錐無
惹,髪髪尽白」とは,フゲチ毒殺にからむ混乱 と柴槙の心労をいうものであろうか
ら,フゲチはあるいは至元七年十一月丁子以前に毒殺されていたのかもしれない.
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なお「奉使」は,「奉」が直接拝命することをいうことばだから,おそらく五品以上
の官に対 して使われることばであろう.● 髪髪尽 白一『漢書』巻54・蘇武伝に
「始め強壮を以て出つるも,還るに及びて,須髪尽 く白し」とある.● 乃心王
室一 「尚書』周書 ・康王之諾に 「爾の身は外に在 りと錐 も,乃心は王室に在らざる
こと岡し」とあるのを承けるであろう.なお「王室」の前の空格は,『四部叢刊』本
では墨釘 となっている.後文「毒今1関」「詔」の前の空格も同じ.● 興言一 もとは
『詩経』小雅 ・谷風之什 ・小明に「興きて言(ここ)に出でて宿す」とみえる。「興」は
起きあがる,の意.「言」は語助.た だし,ここではr言を興す」の意であろう.
●昔班定遠……玉門関足　一 『後漢書』列伝37・班超伝に「臣敢えて酒泉郡に到
るを望まず,但だ生きて玉門関に入るを願う」とある.● 衿欄一 「哀衿」等と
ともに,おそらく天子のあわれみの念を言う.
86-3論 高明奔母喪事状
今体訪得,戸 部員外郎高明,為 母計至,已 経詣告,未 蒙明降,軌即奔赴
致省堂怪責,遂 差官馳海青馬前去追鎖,似 欲以違錯加罪.為此参詳得,若
以公廃私,純 孝之人難以存処,若 因孝獲罪,使為人子者聞父母之喪皆不敢
奔赴.是 有司教人以不孝,何 以法為.唯 其両者之間,未有定例,使 澆薄之
徒転無顧忌,孝 行之士愈惑所守.照 得,旧例斬 ・斉衰三年者,並 聴解官.
其品官 ・任流外職 及吏員 ・司吏 ・諸局分承応人遭喪,卒 嬰百 日令復職,
願終制者聴,聞 喪者並聴奔赴.今 凡諸職官遭父母之喪,其 有告詣奔赴及願
終制者,如 抑不従,恐 傷孝子之心.伏乞,省 部比及通行定奪已来,合 無量
職務繁簡,権宜定制,或 以卒契為期,或 見新月復職,外 拠自願解官終制之
人,一一従所請.兼 憲壷以粛清風俗為首務,而 古者明王以要道治天下,無 重
於此.拠 此合行具呈.
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【訳】 高明が母の喪に帰ったことを論 じる意見書
今,実 地に調べたところ,戸 部員外郎の高明は母の言卜報が届き,暇乞いに参
上 した ものの,許 可が降 りる前に勝手 に郷里に帰ってしまった.尚 書省のお
歴々はこのことをとがめ,海 青馬を駆らせて追っ手の役人を差 し向け,獄 につ
ないで,法 を破ったかどで罰 しようとしていると聞く.
このために考えるに,も し公儀を優先して私事 を捨てさせたならば,孝行者
はまじめに仕事ができず,孝 行をしたことによって罪を負うことになれば,子
どもは父母の死の知 らせを聞いて も誰 も実家へは帰れなくなって しまう.これ
では役所が人々に親不孝を教えるようなものであ り,どうして人倫の規範とす
ることができよう.(おもうに)孝と法の問題については定まった規範がないた
め,酷薄の輩はますます図にの り,親孝行な者は人倫をどのように保てばよい
かわか らなくなっている.
旧来の制度では,斬 衰三年 ・斉衰三年の喪に服する者は,み な職を辞するこ
とが許された.入 流官 ・流外官 ・吏員 ・司吏 ・諸局の承応人は,親 の不幸に遭
えば,百 日卒突 して復職 し,三年の服喪を願う者はこれを許し,言ト報を受けた
者はみな郷里に駆けつけることができた.い ま,さ まざまの官人で父母の計報
に接 し,服喪に帰 りたい,三 年の喪に服 したいと願う者がいた場合,も しそれ
を許さなければ孝子の心を傷つけることになろう.お それながらお願いしたい
のは,六部が官制 ・役人の服務規程等 を決めた後は,各 おのの職務の繁忙を勘
案 して適宜 規定を定め,場合によっては百日を期限とし,また場合によっては
翌月に復職させるほか,辞 職 して三年の喪に服 したいと願うものがいれば,み
なそれを許すべ きであろう.
そのうえ,御史毫は風紀を正すことを第一の職務 とする.い にしえの明君は
人 として行うべき人倫によって天下を治めたのであ り,孝道以上 に重要な問題
はないのである.
これについては,具呈書をお くるべ きである.
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【註】 ●高明奔母喪一高明については,「秋澗集』巻80『中堂事記』上 ・中統
元年(1260)の中書省人事一覧に「(左房省橡)高明,字 は柔克,注梁の人なり」と
ある以外,よ くわからない.恐 らくこの人であろう.「奔母喪」については,『経
典釈文』巻14・礼記音義4・ 奔喪の条の引 く鄭玄註に「奔喪は,他邦に居りて喪
を聞き,奔帰するの礼な り」とある.「奔」は,帰る,の意.● 明降一 『吏学
指南』詳恕の条に「上の裁決を取るを謂うなり」とある.● 省堂一ここにいう
「省」が中書省か尚書省か,明 らかでない.こ こでは,本案件が至元入年(1271)前
後のことをいうものと考えて,一応尚書省 とした.な お,「省堂」については,
『吏学指南』府号の条に「即ち都堂の義なり.行省に係るが為に,故に省堂と日う」
とある.「省堂」「都堂」ともに丞相クラスを指す(85-8「都省」,85-16「省堂」の註
参照).● 海青馬一『四庫全書』本は「海貴馬」に作るが,誤 り.海青牌の発給
を受けた使者(海青使臣)が乗る駅馬のこと.海青牌は軍務のような緊急性の高い
情報を伝達する使者に支給される通行手形.本案件の記述に従えば,高明が中都
から故郷汁梁(開封)に赴いたとすれば,当時中都 ・沖梁間に海青靖路があったこ
とになる.● 唯一前後の文脈からして,こ の 「唯」字は不自然であろう.あ
るいは 「唯」等に改めるべ きかもしれない.● 旧例斬斉衰三年者……並聴
奔赴一 「斬斉衰三年」は,斬衰 ・斉衰三年のこと.「斬」字の下に,も う一字「衰」
を補うべ きか もしれない.四部叢刊本 ・元人文集珍本叢刊本 とも,「斬」の下に双
行で「斉衰」二字を置 く.元刊本 『事林広記』家礼類 ・五服年月の条によると,父
の死に対 しては斬衰三年,母の死に対 しては斉衰三年の喪に服することになって
いる.「解官」「終制」は,官員が喪に服するために一定の期間官位や職を辞するこ
と.元朝期の解官終制の規定は,『元典章』巻11・吏部5・ 職制2・ 丁憂 ・官吏
丁憂終制叙仕の条にある大徳八年(1304)の詔が最古.服喪期間は27か月 とされ
た.一方,祖 父母や父母が亡くなった際に休暇をもらって実家へ帰る「奔赴」「奔
喪」の制度については,『通制条格』巻22・仮寧 ・奔喪遷葬の条に「至元二十七年
(1290)十二月,尚 書省,吏 部の呈に,諸そ官吏人等,祖 父母 ・父母の喪亡 し,井
びに遷葬する者,合 に旧例に依 りて仮を給 し,並びに馬程の日に行 くこと染拾里
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を除 くべ し」なる記述がある.● 吏員司吏諸局分承応人一 「司吏」につい
ては85-2の註参照.ま た,そ の「司吏」と対照 されている点からすれば,「吏
員」は尚書省 ・御史毫等中央衙門の吏員 を指すだろう。「承応人」は,皇居,各
衙門,倉 庫,工 房,入 流官個人等に俸給 と定員 とを設けて配属されていた雑役
夫 ・小者の類.「出身」をもつものには出職規定もあった.「局分」は 「局」と同
意.「分」は 「路分」「倉分」「県分」「村分」という場合の 「分」で,「局分」等の語
は宋代から用いられた.た だし,「府分」「州分」なる用例は見ない.● 卒契
百 日一 『儀礼』既夕礼参照.親 を葬 り,随時に契する喪礼(随哀突)が終わるこ
と.卒実を経た後は朝夕定時に嬰する.卒嬰の時期は定まっていないが,北 宋
末期には百日での卒突が一般的となったという(桑原階蔵「アラブ人の記録に見えた
る支那」r桑原階蔵全集』第二巻,岩波書店,1968,p.623参照).● 如抑不従一『四
庫全書』本は「如抑而不従」に作る.ここでは「如抑」を一語 として解釈 した.「如」
「抑」とも,もし,の意.● 省部一85-8「都省」の註参照.● 明王以
要道治天下一 『孝経』孝治章に「子 曰く,昔者,明王の孝を以て天下を治むるな
り」とあるほか,同書開宗明義章では「先王は至徳要道 を有 し,以て天下を順わし
む」とある.孝の道が天下を治めるために重要であることをいうのであろう.
86-4弾 周 咬 児 羅 魏 子 等 事 状
(「詔条」で改行平出)
伏見,近 縁災異減断囚徒,所 以詳刑用回和気.故 選差朝官,宣 明至意,審
理冤(帯)〔滞〕,惟郎惟欽,期 干允当.今 体察得,某 人処心残忍,悸 法乱
行,以 重為軽,当 出復入.如 滑州周咬児打死馬大事,詳 其造意,止 縁将妻
柾道慮有非為.曽 不詳審
詔条,輻 以図財論殺.又 駆奴孫仏宝井妻羅魏子,於 漠州郭家店内,同謀親
手将本使王二殺死.錐 仏宝在逃未獲,其 追会准服已是完備,自 合依奉
詔条,准 酌旧例,不 分首従論決,却 将羅魏子止同雑犯決詑四十七下,分 付
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本家収管.切 詳,二 事既垂寛大之恩,尤(先)〔失〕重軽之義,足 見処心邪
柾,惇 法乱行.非 唯(返)〔反〕戻天地之和気,使 魂冤魂苦生死両傷,胡 可
追悔.拠 逐節事理大属違柾,合 行弾劾.乞 依法論罪,以 慰死者.
【訳】 周咬児 ・羅魏子等の案件について弾劾する意見書
最近自然災害を理由に囚人を減刑 したのは,刑 を慎重に運用 して上下の和気
を回復するためである.ゆ えに中央官庁の官を選抜派遣 してお上の行 きとどい
た意思を明らかにし,未決の冤罪案件を審理 しては,憂 い慎んで穏当な判決を
期 したのである.
いま実地に調査 した ところ,(上記添付書類 にある)役人たちは腹の内が残
酷で法にもとった無茶をおこない,重 んずべ きを軽んじ,出るべきに入るとい
うような者たちである.た とえば,滑州の周咬児が馬大を殺 した事案は,その
犯行理由を考えるに,た だ妻の道を外 した行いにまちがいがあったと疑っただ
けである.し かるに役人は箇条書 きの詔書にきちんと照 らすことなく,妄 りに
財産 目的の殺人として処刑 した.さ らに,駆 奴である孫仏宝 とその妻羅魏子
は,漠 州の郭氏店において,共謀 して手 を下し主人である王二を殺害 した.孫
仏宝は逃走 してまだ捕 らえられていないが,審 議は完了 し,(羅魏子の)罪状
認否の文書もそろった.当然,箇 条書 きの詔書にのっとり,先例を斜酌 して,
主犯共犯の別を問わず処断されるはずだと思っていたところ,な んと羅魏子を
ただ雑犯 と同じく答四十七回に処 したのみで,そ の実家に引 き取 らせた.
いま思 うに,こ のこ案件については,お上の寛大の恩徳ということはありな
がら,や は り刑罰の軽重 という大義を失っていると思われ,(上記添付書類の
役人たちの)ねじけた心根,法 にもとった行いは明 らかというものだ.上 下の
和気を乱すのみならず,魂 醜を冤罪で苦 しめて生者死者 ともにそこなわれると
すれば,悔 やんでも悔やみきれないことである.一 つひとつの事案で甚だしく
不正が認められるものについては,弾劾書 をおくるべ きである.法 に照 らして
断罪 し,死者を慰撫することを願う.
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【註】 ●弾周咬児羅魏子等事状一本案件は「弾周咬児羅魏子等事状」という
標題ではあるが,本 文中に挙げられた周咬児および孫仏宝 ・羅魏子を裁いた役
人にかかわる書類(後の「某人」の註参照)が添付 され,実 質的にはそれらの役人
の「違柾」(後註参照)を弾劾するものである.● 近縁災異減断 囚徒……惟
郎惟欽期干 允当一 『元典章』巻3・ 聖政2・ 理冤滞に見 える中統元年(1260)
五月の詔勅には,死 刑犯 に対す る慎重な審理をもとめて 「今後 凡そ死刑有 ら
ば,所在の官司の推問得実を仰ぎ,事情の始末及び断定招款を具えて宣撫司に
申り,再び審復を行いて疑い無ければ,省 に呈 して聞奏 し,報を待 ちて処決せ
よ」とある.冒頭の一文は,『元史』巻7・ 世祖本紀4・ 至元八年(1271)二月
癸卯の条に見える也速帯児 と安童の議論「四川行省 也速帯児言わく『比 ごろ磯
謹に因 りて,盗 賊 滋いよ多 し.宜 しく顕識 を加えるべ し』と.詔 して群臣を
して議せ しむるに,安 童 以為えらく『強窃盗賊,一 に皆 な死に処すれば,恐
らくは宜 しき所 に非ず.罪 の死に至 る者は,旧 に侃 りて命を待て』と」をふま
えていうか.● 朝官一 「随朝官」と同意.『事文類聚』巻12・入活套門 ・宙
庶称呼類 ・朝官の条は「翰林 ・中書 ・尚書 ・監察 ・御史 ・秘監 ・国博 ・侍郎 ・郎
中 ・都事」を挙げる.● 冤(帯)〔滞 〕一 『四庫全書』本により校訂 した.
●惟郎唯欽一『尚書』舜典の「欽哉欽哉,惟 刑之血哉」より出る表現 『四庫全書』
本は「欽」を「衿」に作るが,誤校である.● 某人一 「某」は,す でに言及が
ある場合 にそれを指して「某」という.王揮が実際に上進 した書類には,本件に
絡む調書等添付書類があったと推測 される.● 図財論殺一 『元典章』巻
42・刑部4・ 諸殺1に よれば,「謀殺」は 「処死」.● 駆奴一 「駆口」に同
じ.85-14「南駆放良」の註参照.● 本使一 「本」は指示代名詞で,「使」は
主人,の 意.『元典章』巻42・刑部4・ 諸殺1「奴嫁殺主」が参照 とする同巻
41・刑部3・ 諸悪 ・悪逆の条に「駆奴研傷本使」「奴殺本使」「奴殺本使次妻」な
どの案件が見える.● 在逃一 「在逃」で一語.逃 げる,の意.● 追会
一 「会」は「約会」の「会」.「追会」は,所轄 をまたいで関係の役人が合議する,
の意.『元史』巻104・刑法志3・ 盗賊の条に「其の徒伴の未だ獲 えざるもの有
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りて,追会の完 らざる者有 らば,如 し復審して既に定 まり,賊験明白にして,
理 として疑 うべき無 くんば,亦 た上に依 りて帰結するを聴す」とあ り,同巻
102・刑法志1・ 職制上に「諸職官の得代及び休致は,凡 そ追会有 らば,並 びに
見任 と同じくす」とある.● 准服一 「准伏」とも書 く.『吏学指南』状詞の
条に「心願 して争い無きを謂うなり」とある.罪状を認めることを「准伏」と言
い,そ の文書 を「准伏文状」と言 う.ここでは,孫仏宝が逃亡中であるため,共
犯者の羅魏子が「准伏」したことをいうのであろう.● 同雑犯 決詑四十七
下一 『元典章』巻41・刑部3・ 諸悪によれば 「処死」.● 本家一前文に 「本
使」とあり,ここに言 う「本家」も同じ家を指すか もしれない.こ こでは,「本使」
と「本家」の使い分けがあると考え,羅魏子の実家 として訳をつけた.● 切
詳一84-1の註参照.● 既垂寛大 之恩尤(先)〔失〕重軽 之義一 「垂」は,
『四庫全書』本では「乖」に作る.「尤」は,「猶」と同義.「失」は,『四庫全書』本
に従って改めた.● 違柾 一 「違柾」は,役 人の過失 ・不正.『元典章』巻
54・刑部16・雑犯1に 「違柾」の一項がある.
86-5論 左 丞許 公 退 位 奏 状
(「皇帝陛下」「陛下」で改行平出,「朝廷」「国家」「恩私」「留神省察」で空格)
臣聞,賢者化之本,雲者雨之具.得賢而不用,猶久陰而不雨也.伏准,中書省
礼楽刑政紀綱号令之所出,誠 朝廷之大柄,中外之繋望也.丞轄之位,不宜
用匪其人,使暖天職 伏見,左丞許公衡,師心大学,養気至剛,独立危言,清
苦自守,挺然有窒舞匪躬之操.方之古人,不可多得.且 自立中省迄今,十有二
年,前後相臣,如衡蜴尽者多　,未若許之切直敢言,不以栄貴為心者.本官正
以遭不世之遇当有為之時,十絵年間,恩礼隆重,、袋自布衣擢置相位,計其初
心,有尽捧報国而已.然自輔政已来,錐中間有所建明,未聞以次施行者.以謂
処任重責深之地,無 目埃補報之功,夙夜思准自悪焉,用是憂陛,疾日増劇.今
者恐久妨賢路,故臥病不出,哀懇求退,至干再三.揆度其情,恐不特血気為病
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耳.伏惟,
皇帝陛下,聖智天臨,明燭万(理)〔里〕,求治之心,亟若飢渇,一旦得臣如此,
夫復何求.且君聖則臣直,虎囎則風洌,気所感召,理之固然.若是則 国家
之福,天下之幸也.如左丞許公者,伏乞,時加体貌,置彼論思,庶使展尽底
薙,以答 恩私.其於謀王体断国論,必能進尽忠言,有所広益,以慰中外之
望.誠 未宜聴其去位,以塞忠諌之路也.臣職当言責,触冒忌諒,惟
陛下 留神省察.
【訳】 中書左丞許衡殿の退位を論 じる上奏文
聞 くところによれば,「賢者は教化の根本,雲 は雨を降らせるもと,賢者を得
ながら用いないのは,長いあいだ曇 りなが ら雨が降らないようなもの」という.
わた くしが思うに,中書省は儀礼 ・制度 ・刑罰 ・政治 ・法令 ・詔勅が発せ られ
るところであ り,ご公儀の権力の中核,中 外の希望を繋 ぐところである.中書
省の左右の丞相は,そ の器ではない人を任用 して適任者 を野に放置するような
ことがあってはならない.
思うに,左丞相 許衡殿は 『大学』に則 って岡直の気を養い,孤 高を保って見
識は高 く,高潔にして分を守 り,筋を通 して主君のために心を痛める人であ
り,古人 と比較 しても多 くは得られない人材である.しかも,中書省が設立さ
れて以来十二年,こ れまでの宰相は忠義を尽 くす人が多かったとはいえ,彼 の
大胆な直言 ・諌言,名 誉 ・栄誉を度外視 した忠義には及ぶ ものはない.許衡殿
は世にもまれな聖明なる天子にめ ぐまれ,平穏な時代に出会うことによって,
十絵年のあいだ,お上のありがたい思 し召 しを得た.一介の書生から宰相の位
に抜擢されて以来,そ の心を推 し量るに,た だ真心を尽 くしてこ公家に報いる
ことのみであった.し かるに,国政の補佐の任にあたってから,許衡殿は事業
を起こすべ く建言はしたものの,そ の建言力噸 次実行に移されたとは聞いてい
ない.重責の任にはあたりなが ら,しず くほどの成果 も挙げられないと考え,
帝のお役に立つ思慮に欠けていることを恥 じ,そのために憂い と焦 りをつのら
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せ,病 を日々重 くしたのである.い まや許衡殿は,自分が賢路を妨げることに
なってはならぬと心配 し,病に臥 して外出を避け,丞 相の位を降 りることを再
三にわたって乞うている.彼の心情を推 し量るに,ただ単に肉体的な衰えのみ
ではあるまい.
わたくしが思 うに,皇 帝陛下は神聖なる叡智 によって君臨され,世 界を照ら
されて,平 和と秩序を御心の底から渇望されている.許衡殿のような臣下 を手
にお入れになれば,他 に一体何をお求めになる必要があろう.しかも,主君が
聖明ならば臣下も正 しくなり,虎がほえれば風 も張 りつめるのは,両 者の気が
互いに感応 しあう当然の理であって,そ うなれば国家の幸福であ り世界の幸せ
である.左丞相 許衡殿のような方は,伏 して進言申し上げるに,時 に面会 され
てみかどのお考えの参考にされたならば,蓄積のかぎりを尽 くして陛下のご恩
に報いるものである.国家のあ り方や将来を計画 し判断することについては,
必ずや忠義の言を尽 くしてお役に立ち,中 外の希望となるのだから,彼が位を
去ることを許 し諌言の道をふさぐようなことがあってはならないと思われる.
わたくしは御史墓 に奉職しているので,忌揮な く意見 を述べた.陛 下には御
賢察を賜わらんことを.
【註】 ●左丞 許公一許衡(120g～1281)をいう.字 は仲平,号 は魯斎,誰:は
文正,懐 州河内の人.北 入として最 も初期 に「程朱の学」を学んだ人として有
名.著 書に 「読易私言』『魯斎遺書』が現存す る.許衡 は,『元史』巻7・ 世祖
本紀4に よれば,至 元七年(1270)正月に中書左丞 を拝 し,翌八年三月に「老
疾を以て中書の機務を辞」したという.し たがって,王揮の本案件はこの前後
に書かれた ものと思われる.ま た,『国朝名臣事略』巻8・ 左丞許文正公(許
衡),『元史』巻158・許衡伝等 によれば,許衡が中書左丞を拝 した背景にはア
フマ ドの陰謀があったという.ア フマ ドの子が枢密院に入った際に許衡がこ
れに反対 し,ア フマ ドはこれを根に持 ち,許衡 を中書省に置いて中傷 しよう
とした,と いうのである.更 にまた,許衡が中書左丞を辞任 した理 由もアブ
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マ ドに関係 したといい,ア フマ ドの 「専権 ・岡上 ・嶽政 ・害民」を許衡が上
申したにもかかわらずクビライが応対 をしなかったため,「病を謝 して機務
を解かれんことを請」うたと述べる.本 案件における王揮の議論は恐 らくこ
うした経緯を踏 まえ,ク ビライとアフマ ドに含むところがあって展開されて
いると思われ る.● 奏状一 『烏壼筆補』の標題 において 「奏状」という
ことばが用い られるのは89-36「論撫労裏陽軍士事奏状」と本案件 のみで
あ り,き わめて異例である.本 案件は末尾 において「惟陛下留神省察」とい
い,89-36末尾は「聞奏施行」と述べることか ら,こ れらは明 らかにクビラ
イに奏上することを前提 としている.● 賢者化 之本雲者雨 之具得 賢而
不用猶 久陰而不雨一 『後漢書』列伝20下 ・郎頻伝中に引かれる郎顎の上奏
文中の ことば.● 丞轄一宋 ・孫逢吉『職官分紀』巻49・致仕の条に「唐
制,宰 相は尚書 を兼ねず.左 右の丞轄,省 中に留 まりて事を領す」という.
「丞轄」は左丞 ・右丞 をいうことば.● 師心 大学一 「大学」が何を指す
か よくわからないが,「師心大学」を 「心 を大学に師(のっと)り」と訓み,
『四書 』の一篇である 『大学 』を指す もの として訳出 した.● 自立 中省
迄今 十有 二年一 中書省 は,中 統元年(1260)四月に開平府 において発足 し
た.そ れか ら12年 とすれば,こ の奏上が書かれたのは至元八年 とな り,
許衡辞職についての『元史』本紀の記述 とほぼ一致する.● 恩礼一本来
は直前に空格が挿入 されるべ きであろう.● 袋 自一84-4の註参照.
●有所 建明一 『元史』巻158・許衡伝 は,許 衡が至元二年(1265)に提出 した
長大な上申書 を掲載す る.王憧がここで意識 しているのは恐 らくこの上申書
であろう.● 今者恐久妨 賢路一許衡の辞任が『元史』許衡伝のいう通 り
アフマ ドに関係 しているとすれば,こ の一言はクビライに対する痛烈 な皮肉
となるだろ う.● 君聖則 臣直虎嚇 則風例一 『漢書』巻64下 ・王褒伝
に「故 に世 に必ず聖知の君有 りて而る後 に賢明の臣有 り.故 に虎嚇 きて風洌
し」とい う.● 体貌一85-22の「体貌」の註参照.● 論 思一 「論
断思慮」の略.● 謀王体 断 国論一 『漢書』巻83・醇宣伝 にあることば.
(150)
●留神省 察一 この語 は,元 来空格 を置 くべ き字ではないが,こ こではその
主体が 「陛下」であるため空格 を置 くのであろう.な お,『漢書』巻85・谷
永伝に 「唯陛下留神」とあるので,こ の空格 に何 らかの文字の脱落があると
は考えにくい.
86-6論 司 獄 官合 行 条 理 事 状
(「朝廷衿血至意」「朝廷哀衿至意」で改行平出,「朝廷」「冤濫」「聖代」で空格)
伏見,比 者随路設置司獄官三十絵員,其 品与禄,不 為微(簿)〔薄〕,足
見 朝廷重惜人命,哀 衿庶獄之至意也.又 照得,省 部即 目以五事考
課親民官政治能否,独 不見降到獄官合行条件.切 恐,中 間不為用心勾
当,有 名無実.縁 狸狂之間,人 命所繋.若 未経鞠問及抵法以前,或 因
病失所,非 理死傷者,其 問縦有 冤濫 当宥之人,胡 可追悔.此 与殺
之何殊,検 会故典,漢 宣帝地節四年詔 日,今 繋 囚或以(答)〔答〕掠及飢
寒疾死獄 中者,朕 甚痛焉.其 令郡国,歳 上繋囚若答掠及痩死者,丞 相
御 史課殿最以聞.今 卑職参詳,随 路軽重罪囚,一 歳 中不下常有五七百
人.且 冬夏二季又為苦月,其 或温涼失所,飲 食非時,薬 不当病,非 理
死傷者,固 亦不少.今 獄 官錐備,恐 只以無合行条令,岡 知所血,不 過
囹圃約束卒吏,元 致疎虞而已.如 此,是 与
朝麹 今位至意大相乖違,徒 月費俸紗,養 閑人資歴也.此 与不設何異.
以某愚見,今 後両省宜酌古准今,講 究獄宮合行条件,使 知所守,定 為
格例,付 下各路施行.如 本官任満 日,仰 総管(有)〔府〕以葱考較優 劣,
復令按察司体察,相 同申毫呈省,用 之陞羅以表能否,庶 望獄官任内尽
心勾 当,不 致非理 囚禁,因 循損傷人命.上 以副
朝廷哀衿至意,下 以感召陰陽之和,以 消災整之気,亦 聖代善政之
一端也.外 拠囚根医薬焼燃案章等物,所 在官司,須 管按月依例給付,
却不得因而致有閾乏.拠 此合行具呈.
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【訳】 司獄官が行うべ き条文を論 じる意見書
ちかごろ関係路 に司獄官三十人あ まりが設けられたが,そ の資品 ・俸禄
が低 くも薄 くもないのは,ご 公家が人命 を深 く慈 しみ,犯 罪の関係者 をお
哀れみになる深遠なる真心のあ らわれであろう.更 にまた,六 部は 目下,
五項 目を立てて親民官の能力 を査定 してもいる.た だ司獄官にだけ勤務 に
かかわる条文が降されていないのでは,そ の管轄内で注意深 く仕事 をしな
かった場合,司 獄官 は,官 人 とは名ばか りの,お 上の真心 とはかけ離れた
ものになってしまうのではあるまいか.と いうのも,牢獄 とは人命にかかわ
る場所である.も し詮議や量刑 も終えないうちに病 となって処置を誤 り,不
当に死んで しまう者がいた場合,そ の中に冤罪の者がいた とした ら,悔やん
で も悔 やみ きれない.こ れでは,殺 人 となんら変わるところがない.
調べてみるに,前 漢の宣帝の地節 四年(前66)の詔に 「今,繋 囚に,或 い
は答掠及び飢寒 を以 て獄 中に痩死す る者あ り.朕 は甚 だこれを痛 む.其 れ
郡国を して,歳 ごとに繋囚を上 ぼして,若 し答掠及び痩死せ る者あ らば,
丞相 ・御史は殿最を課 して以て聞せ よ」という.わ た くしが思 うに,関 係路
の獄 囚は,さ まざまな罪の者 を含めて,毎 年,常 時いる五六百人を下るこ
とはない.そ の うえ,夏 と冬の季節 は過酷 な時期で もあ り,寒 暖の調節 を
誤 った り,食事 の時間が適 当でなかった り,薬 が病気にあわなかった り,
不当 に傷つけ殺 される者が少 なくない.い ま,司 獄官はいるとはいえ,職
務 にかかわる条文が降 されてない以上,お 上の真心の筋道 を理解せず,牢
獄で働 く部下 を束縛管理す るばか りで,た だ落ち度や手抜か りを恐れてい
るだけである.こ れでは,ご 公家の哀れみの真心 と大 きくかけ離れ,無 駄
に俸給を与 え,仕 事 をしない ものに経歴 を積 ませているのと何 ら変わ りな
い.司 獄官な ど無いに等 しかろう.
わた くしの考 えるに,今 後は,中 書省 と尚書省が古今 の通例 を調べ,司
獄官 の行 うべ き条項 を検討 してその職分 をわきまえさせ,条 格 を定めてそ
れぞれの路 に降 し,実 施 させ るべ きだろう.任 期が満了 したなら,総 管府
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に命 じて証明書 をつけて優劣 を査定 し,さ らに按察司に実地に調査 させ,
総管府 と按察司の双方の結果が同 じであれば両省 に上 申し,そ れによって
昇進降格 を決定 して能否 を明確 にするのであ る.そ うすれば,司 獄官は任
期内に心を砕いて勤務 し,(無実のものが)不当に牢獄に繋がれた り,(罪人
が)いいかげんなことで命 を落 とす ことはなくな り,上 はこ公家のお哀れみ
の真心にか ない,下 は陰陽の調和 をもたらして,わ ざわい も収束す るだろ
う.こ れ もまた今上陛下の善政の一つの結果なのである.
そのほか,囚人の食糧 ・医薬 ・燃料 ・収容施設については,その地の役所が
所定 どお りに給付すれば,い いかげんな欠乏をまねくことはないのである.
このことについては具呈書 をお くるべ きである.
【註】 ●司獄官一 司獄官は,金 制では諸節鎮に設けられたそれで正八品,
州 ・県に設け られたそれで正九品(『金史』巻57・百官志3参照),元制では,
「上路司獄」で従八品,「下路司獄」で正九品,「上州散府(司獄)」は従九品(元
刊本r事林広記』官制類 ・外任諸衙門官職の条参照)という。地方の衙門に囚人管
理のために設け られた最下級の官人で,司 吏等の出職先であった.『元典章』
巻40・刑部2・ 提牢 ・佐職提:控罪囚の条によれば,至 元七年(1270)六月
に,尚 書省は「州県の禁囚については典史 ・吏目ではなく佐官がこれを提控
すべき」旨,御 史壼等 に通達を出 している。本案件のいう「関係路」の 「司獄
官三十絵員」とは,あ るいは,こ の『元典章』の案件 とかかわって設けられた
ものか もしれない.と すれば,本 案件 も至元七年ないし八年に書かれたこと
になろ う.● 随路一84-12の註参照.● 其品与 禄不 為微(簿)
〔薄 〕一元刊本 『事林広記』官制類 ・外任官員禄凛俸給 ・司獄司の条 によれ
ば,元 朝期の各路司獄官の秩禄 は,「各路司獄」で紗十二両,「散府司獄」で
紗十一両 という.● 朝廷一 「朝廷」は本案件中に三回見 られるが,後 に
見える二つの 「朝廷」はともに改行平出される.最 初の 「朝廷」も改行平出さ
れるべ きではあるまいか.● 重惜人命哀 衿庶獄之至 意一 元豊二年(北
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宋の神宗期,1079年)の蘇戦 の上奏文 「乞医療病囚状」(r東披七集』r奏議集』巻
2)にほぼ同 じ句がみえる.ま た,本 案件が引 く漢の宣帝の詔についても,
蘇戟の同上奏文がすで にこれを引 く.王 揮は,あ るいは蘇載のこの文章 を
参考に したのであろうか.な お,「哀衿」は『尚書』周書 ・呂刑 にみえること
ば(r吏学指南』詳恕の条の冒頭にも掲げられる)で,皇帝の哀れみ をいう.
●省 部一六部 をいう.85-8「都省」の註参照.● 五事 考課一 「考課」
は役人の功績を評定すること.元 刊本 「事林広記』官制類 ・官職新制の条,
な らびに『吏学指南』五事の条 に,「戸口増 ・田野關 ・詞訟簡 ・盗賊息 ・賦
役平」の五項 目が挙 げられる.● 縁 狸狂之 間人命所 繋一 「縁」は84-
5の註参照.「狸狂之間,人 命所繋」は下の句 につながってい くものではな
く,上 の句 を受ける.● 鞠 問一 「鞠問」に同 じ.『吏学指南』推鞠 に「獄
訟を推窮するを鞠 と日い,其 の情状を謁るを問 と日う」とある.詮 議の謂.
●非 理死傷 者其 間縦有 冤濫 当宥 之人一 「冤濫」の直前 に空格が置かれ,
「者」「其」は双行の小文字で記 される.「冤濫」の前の空格 はおそ らく空格 で
はな く,「者」「其」が双行で記 されることに起因 した何かの誤 りであろう.
●検 会故典一 「検会」は,調 べ る,の 謂.漢 の宣帝の詔は,『漢書』巻8・
宣帝本紀8・ 地節 四年九月の条に見える.● 殿 最一政績 ・軍功 を査定
す ること.『漢書』巻8・ 宣帝本紀8,顔 師古註 に「凡そ殿最 と言 うは,殿
は後な り,課 して後に居るな り.最 は凡そ要するの首めな り.課 して先 に
居 るな り」と言 う.● 不 下常 有一 『四庫全書』本は 「常不下有」とす る
が,そ の場合には「有」字が不要なので,い まは採 らない.こ こでは「常有」
で,通 常の,と いった意 に解 した.● 約束一『吏学指南』獄訟の条に,
「法を立て拘制す るは,こ れを約束 と謂 う」とある.● 疎 虞一役人の業
務処理 にかかわる吏蹟用語.『吏学指南』勾稽 に,「事 慢(おそ)きを疎 と日
い,事 俣(おく)るるを虞 と日う」とある.● 閑人一 『烏皇筆補』9「議
司獄官」(91-6)に,「近年,年 老無能の人を以て其の任(司獄官)に充て し
むること多 く,獄 事狼籍,囚 繋失所に至 るは,是 れ設けざると等 しかるの
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み」と言 う.本 案件 にいう「閑人」とは,具 体的には「年老無能」の ものを指
す と思われる.● 資歴一文資官 ・武資官の経歴.85-8の「資歴」の註
参照。 ●両 省一 中書省 と尚書省 とが並存するのは至元七年か ら八年の
間である.し たがって,本 案件 もその間に書かれた もの と推測 される,
●総:管(有)〔府〕以慧 考較優 劣一 『四庫全書』本は 「有」を 「府」に作 る.
い まはこれに従い,全 体 を 「総管府 は葱 を以て優劣 を考較 し」と読んだ.
「考較」は 「検閲査定」の謂.● 須 管一 きっと ・必ず,の 意.● 因
而一 いいかげんに ・勝手 に,の 意.85-4の註参照.
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